
年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 2 組

教科担当者： （２組：川口　内田　中村　早津）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：工業技術基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　工業技術について工業のもつ社会的な意義や
役割と人と技術との関わりを踏まえて理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

　工業技術に関する課題を発見し、工業に携わ
る者として科学的根拠に基づき工業技術の進展
に対応し解決する力を養う。

　工業技術に関する広い視野を持つことを目指
して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

実教出版　工業技術基礎

工業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

工業 工業技術基礎
工業 工業技術基礎 4

態
配当
時数

１
学
期

A単元：工業技術基礎を学ぶに当たって
【知識及び技能】
　工業技術基礎における重要なことが理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　工業技術基礎のガイダンスを聞き、安全第一で取り組むこ
と、報告書を期限内に提出させるために思考・判断して実践
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　工業技術基礎を学ぶにあたって、科目の目標に関心をも
ち、意欲的に取り組んでいる。

・指導事項
　作業を行うための注意事項や身嗜み指導する。
　報告書等の時間や期限を守るための指導する・
　これから授業を受けるための心構えを身に付けさせる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識及び技能】
　工業技術基礎における重要なことが理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　工業技術基礎のガイダンスを聞き、安全第一で取り組むこと、報告書を期限
内に提出させるために思考・判断して実践できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　工業技術基礎を学ぶにあたって、科目の目標に関心をもち、意欲的に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査

B単元：報告書の作成
【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、報
告書で表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組んでい
る。

・指導事項
　報告書の正しい作成手順を身に付けさせる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、報告書で表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○

16

D 単元機械加工（旋盤作業）
【知識及び技能】
　基礎的な機械工作に関する実習として、旋盤作業を体験さ
せ、安全に配慮しながらその技能を習得させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　旋盤加工の原理や切込みと送り量の関係を踏まえ、安全に
仕上げる方法を理解させる。

【学びに向かう力、人間性等】旋盤の取り扱いと使用方法に
関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　旋盤の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　旋盤作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に旋削作業ができ
る技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　旋盤作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な旋削作業法に
ついて説明できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　旋盤の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，旋削作業に意欲的に
取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

C 単元測定工具の取り扱い
【知識及び技能】
　質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい使用
方法を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切な有
効数値で表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　測定工具の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に取
り組んでいる。

・指導事項
　各種測定する機器や器具の正しい使用方法を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点についての正しい知
識を持ち，正しい寸法測定法を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点について，適切に思
考・判断し，正しい寸法測定法について実践し，その手法を相手に伝える表現
法を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点について，主体的に
興味・関心を持ち，正しい寸法測定法の習得に意欲的に取り組む態度を身につ
けている。

○ ○ ○

定期考査



２
学
期

E 単元融接加工（ガス溶接・被覆アーク溶接）
【知識及び技能】
　各溶接作業おける理論と安全作業を理解し、装置を適切に
取り扱うことができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　融接加工の内容を理解し、加工に応じた溶接方法を選択す
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　各溶接器具の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に
取り組んでいる。

指導事項
　各溶接機器の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　溶接作業の基本操作についての正しい知識を習得し，溶接作業法の技術をよ
く身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　溶接作業の基本操作について，適切に思考・判断し，その加工法について的
確に表現できる技量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　溶接作業の基本操作について興味・関心を持ち，溶接作業に主体的に取り組
む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

F 単元電気計測（テスターの製作と電子回路の計測）
【知識及び技能】
　電気についての基礎・基本の原理を理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　電気についての正しい計測方法を理解させ、電気工事用の
工具の正しい使用方法を班別することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　電線の正しい結束の方法や電気材料の識別に関心をもち、
意欲的に取り組んでいる。

G 単元鋳造作業（オイルサンドによる鋳芸作業）
【知識及び技能】
　鋳金作業における安全作業を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　抜き勾配等の必要性を理解し木型を作成することができ
る。
　鋳型つくりに使用する工具の名称・使用法が判別できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　金属の融解温度・金属の特徴や鋳物製品の特徴・用途に関
心をもち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　鋳造作業工具の正しい使用方法、各種金属の鋳込み方法の
違いを理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　鋳造作業の基本操作についての正しい知識を習得し，鋳造作業法の技術をよ
く身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　鋳造作業の基本操作について，適切に思考・判断し，その加工法について的
確に表現できる技量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　鋳造作業の基本操作について興味・関心を持ち，鋳造作業に主体的に取り組
む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

定期考査

指導事項
　テスターの製作方法と正しい使用方法、電子回路の組み方
を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　回路計やテスターの学習を通して，基礎的・基本的な計測の知識・技術を身につけ，生
産活動における電気計測機器の重要性と社会的意義や役割を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　回路計やテスターの学習を通して，みずから各部品や回路の望ましい測定方法を思考・
判断し，効率よい計測を創意工夫し，その成果を適切に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
回路計やテスターの学習を通して，主体的に計測機器のしくみや働きに興味・関心を持
ち，安全で正確に電気回路の計測を実践する意欲的な態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

20

定期考査

H 単元手仕上げ加工（文鎮の製作）
【知識及び技能】
　手仕上げ用工具について、種類・構造・使用方法・注意点
について理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　金属材料を用いて、工作工具によるケガキ・切断・鑢が
け・穴あけ・ねじきり作業を行いその方法・安全に関する注
意などを理解させ表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　手仕上げ実習の特徴や作業工具の特徴・用途に関心をも
ち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　手仕上げ実習における安全作業法について理解し実践でき
るようにする。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　機械加工における手仕上げの方法の正しい知識を習得して，安全に配慮した
作業法の技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　機械加工における手仕上げの方法について適切に思考・判断し，基礎的作業
における手仕上げの意義について的確に表現できる技量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　機械加工における手仕上げの方法に主体的に興味・関心を持ち，手仕上げの
基礎的作業に意欲的に取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○

　科目 工業技術基礎において、工業技術科では、旋盤作業・溶接作業・電気計測・手仕上げ鋳金の４項目について、
年間を通して１クラスを４班編成に分けローテーションしながら実習を行う。

合計

140

○ 4

J単元：実習成果発表
【知識・技能】
　実習の成果発表について他者に対して発表する技能を習得
できる。

【思考・判断・表現】
　聞き手に対してわかりやすく伝えるために思考判断し、発
表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　成果発表に対して関心をもち、意欲的に取り組むことがで
きる。

・指導事項
　○成果発表の資料作成手順
　○発表指導

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　実習の成果発表について他者に対して発表する技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
　聞き手に対してわかりやすく伝えるために思考判断し、発表することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　成果発表に対して関心をもち、意欲的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 4

３
学
期

I単元確認試験
【知識・技能】
　４ローテーション目の各実習の内容を理解することができ
る。

【思考・判断・表現】
　４ローテーション目の実習を通じて今後に生かしたい能力
を思考判断し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　工業技術基礎の各分野のに対して関心をもち、意欲的に取
り組むことができる。

指導事項
　各ローテーションの内容と作業手順を要約して説明でき、
意欲的且つ、協働的に作業することが出来る力を身に付けさ
せる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　４ローテーション目の各実習の内容を理解することができる。

【思考・判断・表現】
　４ローテーション目の実習を通じて今後に生かしたい能力を思考判断し、表
現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　工業技術基礎の各分野のに対して関心をもち、意欲的に取り組むことができ
る。

○ ○

定期考査



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 2 組
教科担当者： （２組：　早津　）
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業 製図
工業 製図 2

(3)単元：数字・文字・漢字
【知識及び技能】
　規格に定められている文字の種類、文字の大きさ、文字の
太さを理解し、規格に従って、正しくかく技能が身について
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　図面を作図するさいは，機械製図や各種規格に基づいて，
思考・判断して，正しく作図し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　文字の作図について、文字の大きさ、太さ等を理解し関心
を持ち、意欲的に作図に取り組んでいる。

・指導事項
　ワークシート１０１（１）数字
　ワークシート１０２（２）数字
　ワークシート１０３（３）数字
　ワークシート１０４（４）数字
　ワークシート１０５ラテン文字（大文字）
　ワークシート１０５ラテン文字（小文字）
　ワークシート１０７記号・数字・ラテン文字
　ワークシート１０８漢字と総合練習

・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

　製図に関する日本工業規格および工業の各専
門分野の製図に関する知識と技術を習得させ、
製作図・設計図などを正しく読み、図面を構想
し作成する能力と態度を育てる。

　製図に関する事象について、論理的に考えた
り、分析したりして、総合的に判断できる。ま
た、その過程や結果および考えかたを的確に表
現できる。

　製図に関する事象について理解し、読図・作
図の技能を身につけている。製図に関する事象
について、基本的な概念や基礎的な知識を理解
し、身につけている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

実教出版　製図
工業

【 知　識　及　び　技　能 】 製図に関する基本的な概念や基礎的な知識を理解させ、読図・作図の技能を習得させる。
製図に関する事象を論理的に思考と分析を行い判断して、その過程と結果を表現する能力を育成する。
製図に関する事象に関心を持ち、主体的・協働的に取り組む態度を身に付けさせる。

製図
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
　規格に定められている文字の種類、文字の大きさ、文字の太さをじゅうぶん
理解し、規格に従って，正しくかく技能が身についている。

【思考力、判断力、表現力等】
　図面を作図するさいは，機械製図や各種規格に基づいて，思考・判断して，
正しく作図し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　文字の作図について、文字の大きさ、太さ等を理解し関心を持ち、意欲的に
作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

(4)単元：第三角法、投影図、等角図
【知識・技能】
　第三角法、等角図、寸法記入についての知識を学び理解
し，みずから作図できる技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現で
きる。また、寸法記入をかけるように思考・判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について
理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組んでいる。

・指導事項
　ワークシート３０１投影図（１）
　ワークシート３０２第三角法（２）
　ワークシート３０３等角図
　
・教材
　基礎製図練習ノート・自作ワークシート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　第三角法、投影図、等角図についての知識を学び理解し，みずから作図でき
る技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現でき、思考・判断で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について理解し関心をも
ち，意欲的に作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 4

１
学
期

(1)単元：製図と規格、製図用器具と材料
【知識及び技能】
　日本産業規格の製図に関する規格を理解し、作図するのに
必要な製図用具や器具、材料を用いて、能率よく作図できる
能力が身についている。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
　日本産業規格・国際標準化機構には機械製図に関する規格
があり，それらの規格に関心をもち，意欲的に学習に取り組
んでいる。

・指導事項

・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識及び技能】
　日本産業規格の製図に関する規格を理解し、作図するのに必要な製図用具や
器具、材料を用いて、能率よく作図できる能力が身についている。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
　日本産業規格・国際標準化機構には機械製図に関する規格があり，それらの
規格に関心をもち，意欲的に学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(2)単元：直線・円弧
【知識及び技能】
　規格に定められている線の種類をじゅうぶん理解し、規格
に従って，正しくかく技能が身についている。

【思考力、判断力、表現力等】
　図面を作図するさいは，機械製図や各種規格に基づいて，
思考・判断して，正しく作図し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　直線と円弧の作図について、線種や太さ等を理解し関心を
持ち、意欲的に作図に取り組んでいる。

・指導事項
　ワークシート２０１直線（１）
　ワークシート２０２直線（２）
　ワークシート２０３直線のつなぎ方
　ワークシート２０４円弧
　ワークシート２０５円弧と直線・曲線
　ワークシート２０６図形と円弧・直線

・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識及び技能】
　規格に定められている線の種類をじゅうぶん理解し、規格に従って，正しく
かく技能が身についている。

【思考力、判断力、表現力等】
　図面を作図するさいは，機械製図や各種規格に基づいて，思考・判断して，
正しく作図し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　直線と円弧の作図について、線種や太さ等を理解し関心を持ち、意欲的に作
図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

定期考査

定期考査



２
学
期

(4)単元：第三角法、投影図、等角図
【知識・技能】
　第三角法、投影図、等角図についての知識を学び理解し，
みずから作図できる技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について
理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組んでいる。

・指導事項
　ワークシート３０１第三角法（１）
　ワークシート３０２第三角法（２）
　ワークシート３０３等角図
　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　第三角法、投影図、等角図についての知識を学び理解し，みずから作図でき
る技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現でき、思考・判断で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について理解し関心をも
ち，意欲的に作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

(5)単元：展開図・寸法記入
【知識・技能】
　展開図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから
作図できる技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を展開図に正しく作図し、寸法記入できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための展開図と寸法記
入の方法について理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組
んでいる。

・指導事項
　ワークシート３０４展開図（１）
　ワークシート３０５展開図（２）
　ワークシート３０６寸法記入
　ワークシート３０７寸法記入・表面性状の図示記号
  ワークシート３０８サイズ公差･幾何公差・溶接記号

　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　展開図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから作図できる技能が
身についている。

【思考・判断・表現】
　展開図と寸法記入法を理解し、正しく作図し表現でき、思考・判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための展開図について理解し関心をも
ち，意欲的に作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

定期考査

(7)単元：製作図（２）
【知識・技能】
　正面図の選びかたを理解している。発展的な平面図形のか
きかたを習得している。
【思考・判断・表現】
　発展的な平面図形のかきかたを理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　発展的な平面図形のかきかたに関心をもち、意欲的に作図
に取り組んでいる。

・指導事項
　題４０４段付丸棒
  課題４０５段付リング
　課題４０６フランジ
　課題４０７フランジたわみ軸接手

　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　正面図の選びかたを理解している。発展的な平面図形のかきかたを習得して
いる。

【思考・判断・表現】
　発展的な平面図形のかきかたを理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　発展的な平面図形のかきかたに関心をもち、意欲的に作図に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 8

定期考査

(6)単元：製作図（１）
【知識・技能】
　正面図の選びかたを理解している。基礎的な平面図形のか
きかたを習得している。
【思考・判断・表現】
　基礎的な平面図形のかきかたを理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　基礎的な平面図形のかきかたに関心をもち、意欲的に作図
に取り組んでいる。

・指導事項
　課題４０１締付金具
　課題４０２Ｖブロック
　課題４０３異形ブロック
　

　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　正面図の選びかたを理解している。基礎的な平面図形のかきかたを習得して
いる。

【思考・判断・表現】
　基礎的な平面図形のかきかたを理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　基礎的な平面図形のかきかたに関心をもち、意欲的に作図に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 6

３
学
期

(8)単元：製作図・寸法記入(1）
【知識・技能】
　製作図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから
作図できる技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を製作図に正しく作図し、寸法記入できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための製作図と寸法記
入の方法について理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組
んでいる。

・指導事項
　課題５０１ねじ・ボルト・ナット
　応用課題３０４Ｓ～４０２Ｓ

　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　製作図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから作図できる技能が
身についている。

【思考・判断・表現】
　製作図と寸法記入法を理解し、正しく作図し表現でき、思考・判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための製作図について理解し関心をも
ち，意欲的に作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

(9)単元：製作図・寸法記入(2）
【知識・技能】
　製作図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから
作図できる技能が身についている。

【思考・判断・表現】
　図面を製作図に正しく作図し、寸法記入できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための製作図と寸法記
入の方法について理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組
んでいる。

・指導事項
　　応用課題４０３Ｓ～４０６Ｓ

　
・教材
　基礎製図練習ノート

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　製作図・寸法記入についての知識を学び理解し，みずから作図できる技能が
身についている。

【思考・判断・表現】
　製作図と寸法記入法を理解し、正しく作図し表現でき、思考・判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための製作図について理解し関心をも
ち，意欲的に作図に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

定期考査

合計
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年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 2 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

実教出版　工業情報数理

工　　業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

工業情報数理

工　　業 工業情報数理
工　　業 工業情報数理 2

（2組： 中村　早津　　）（組：　 　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

○ 2

(4)単元：情報化の進展と産業社会
【知識・技能】
どの機器にコンピュータが組み込まれ利
用されているか、調査を行いまとめるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
コンピュータが制御や通信など多くの機
器に組み込まれて活用されていることが
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータがさまざまな機器やFA・OA
に活用されていることに関心をもち、意
欲的に学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　コンピュータの利用について
は、携帯電話・コンビニエンスス
トアの端末、家電製品、自動改札
などの身近な例を話題にし、生徒
に興味・関心を喚起させることに
留意する。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解
し、情報技術を利用した情報の収集・処理・活
用のために必要な技能を身につけている。

　諸問題の解決をめざしてみずから思考を深
め、問題解決方法を適切に判断する能力を身に
つけており、情報技術を活用して情報を処理・
表現することができる。

　情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心
をもち、その習得に向けて意欲的に取り組むと
ともに、実際に活用しようとする創造的・実践
的な態度を身につけている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】
どの機器にコンピュータが組み込まれ利用されてい
るか、調査を行いまとめることができる。

【思考・判断・表現】
コンピュータがパソコンだけでなく、制御や通信な
ど多くの機器に組み込まれて活用されていることが
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータがさまざまな機器やFA・OAに活用され
ていることに関心をもち、意欲的に学習に取り組
み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2

１
学
期

(1)単元：単位と数値処理
【知識及び技能】
単位が固有の記号の組合せで構成されて
いることが理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
量の名称・量記号・単位(SI)について説
明ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
量の名称・量記号・単位(SI)について関
心をもとうとしている。

・指導事項
　組立単位が固有の記号の組合せ
で構成されていることを理解でき
るように留意する。

・教材
　関数電卓、計算技術検定問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
組立単位が固有の記号の組合せで構成されているこ
とを理解している。

【思考・判断・表現】
量の名称・量記号・単位(SI)について説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
量の名称・量記号・単位(SI)について関心がある。

○ ○ ○ 4

(2)単元：実験と数値処理
【知識及び技能】
データから特徴を読み取る技能が習得で
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
データの特徴を見いだす方法を提案でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
データの特徴を見いだす方法について関
心をもとうとしている。

・指導事項
　実際の実験データを用意し，グ
ラフ化した後に，データの特徴を
読み取ることを実際に体験させ
る。

・教材
　関数電卓、計算技術検定問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
実際の実験データを用意し，グラフ化する方法を理
解し，実際にあるデータから特徴を読み取る技能を
習得している。

【思考・判断・表現】
実験データをグラフによって可視化し，データの特
徴を見いだす方法を提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
実験データをグラフによって可視化し，データの特
徴を見いだす方法について関心があり，意欲的に学

○ ○ ○ 4

(3)単元：コンピュータの構成と特徴
【知識・技能】
コンピュータの構成要素をハードウェア
とソフトウェアに区別でき、特徴を理解
できる。

【思考・判断・表現】
情報技術の進展にともない産業社会に及
ぼす影響について、思考・判断でき、自
分の考えを表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータがどのような特徴をもち、
どのように利用されているかなどについ
て関心をもち、意欲的に学習に取り組も
うとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
コンピュータの構成要素をハードウェアとソフト
ウェアに区別でき、特徴理解している。

【思考・判断・表現】
情報技術の進展にともない産業社会に及ぼす影響に
ついて、思考・判断でき、自分の考えを表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータがどのような特徴をもち、どのように
利用されているかなどについて関心をもち、意欲的
に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○



(5)単元：情報化社会の権利とモラル
【知識・技能】
情報化社会で守るべきモラルについて、
情報技術を利用して法的な根拠について
理解できる。

【思考・判断・表現】
情報化社会で守るべきモラルについて具
体的に考え、たがいの意見を述べたり発
表できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータの不正利用対策・コン
ピュータウイルス、および、それらの対
策などに関心をもち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。

・指導事項
　知的財産権、個人情報保護など
における法的な根拠や、法律には
規定されていないルールについて
留意する。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
情報化社会で守るべきモラルについて、情報技術を
利用して法的な根拠について理解している。

【思考・判断・表現】
情報化社会で守るべきモラルについて具体的に考
え、たがいの意見を述べたり発表したりできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
知的財産権・プライバシーの保護・コンピュータの
不正利用対策・コンピュータウイルス、および、そ
れらの対策などに関心をもち、意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2
１
学
期

(8)単元：ソフトウェアの基礎
【知識・技能】
アプリケーションソフトウェアに共通す
る基本的な操作などの技能を習得でき
る。

【思考・判断・表現】
OSとハードウェア、応用ソフトウェアの
関係が考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
基本ソフトウェアと応用ソフトウェアの
違い、OSの目的と種類などに関心をも
ち、意欲的に学習に取り組もうとしてい
る

・指導事項
　コンピュータを実際に操作させ
る。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
アプリケーションソフトウェアに共通する基本的な
操作などの技能を習得している。

【思考・判断・表現】
OSとハードウェア、応用ソフトウェアの関係が考察
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
基本ソフトウェアと応用ソフトウェアの違い、OSの
目的と種類などに関心をもち、意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 1

(9)単元：ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ
【知識・技能】
情報の種類によって適切なアプリケー
ションソフトウェアを選択して使いこな
す技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
各種のアプリケーションソフトウェアを
活用して情報を処理し、必要な形式で出
力できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
各種アプリケーションソフトウェアなど
に関心をもち、意欲的に学習に取り組も
うとしている。

・指導事項
　実際に操作させて、アプリケー
ションの特徴や使用目的の違いに
ついて理解できるように留意す
る。
　課題研究や総合的な学習の時間
で活用可能なアプリケーションに
ついては関連について留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

【知識・技能】
情報の種類によって適切なアプリケーションソフト
ウェアを選択して使いこなす技能を習得している。

【思考・判断・表現】
各種のアプリケーションソフトウェアを活用して情
報を処理し、必要な形式で出力できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
各種アプリケーションソフトウェアなどに関心をも
ち、意欲的に学習に取り組もうとする。

○ ○ ○ 3

(6)単元：情報のセキュリティ管理
【知識・技能】
情報の不正利用の技術的な防止方法を調
査し、報告書にまとめることができる。

【思考・判断・表現】
コンピュータの不正利用防止のために、
それらの実態を知り、技術的な対処方法
が必要であることが考察できる。

・指導事項
　VDT作業のための労働衛生上の指
針などについて留意する。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
情報の不正利用の技術的な防止方法を調査し、報告
書にまとめることができる。

【思考・判断・表現】
コンピュータの不正利用防止のために、それらの実
態を知り、技術的な対処方法が必要であることが考
察できる。

○ ○ 2

(7)単元：コンピュータの基本操作
【知識・技能】
記憶装置の種類と特徴を理解し，扱う技
能を習得できる。

【思考・判断・表現】
各種記憶装置の取り扱い方の必要性が判
断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータの起動・終了、キーボード
の操作、マウスの基本操作、記憶装置の
取り扱いなどに関心をもち、意欲的に学
習に取り組もうとしている

・指導事項
　コンピュータを実際に操作させ
る。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
記憶装置の種類と特徴を理解し，扱う技能を習得し
ている。

【思考・判断・表現】
各種記憶装置の取り扱い方の必要性が判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータの起動・終了、キーボードの操作、マ
ウスの基本操作、記憶装置の取り扱いなどに関心を
もち、意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣で
ある。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1



【知識・技能】
アルゴリズムと流れ図について理解し、活用する技
能を習得している。

【思考・判断・表現】
最適なプログラムを記述するために必要なアルゴリ
ズムを考えて流れ図として表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決の処理手順であるアルゴリズムと流れ図を
描くことに興味をもち、意欲的に学習に取り組み、
学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 4

(13)単元：Cの特徴
【知識・技能】
プリプロセス、ヘッダファイル、main関
数などについて理解できる。

【思考・判断・表現】
Cの特徴を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
Cはコンパイラ言語であり、プリプロセス
や関数など、Cの特徴に関心をもとうとし
ている。

・指導事項
　Cプログラムは、関数の集まりで
あり、行番号の概念がないことを
指導する。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
プリプロセス、ヘッダファイル、main関数などにつ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
Cの特徴を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
Cはコンパイラ言語であり、プリプロセスや関数な
ど、Cの特徴に関心がある。

○ ○ ○ 2

(10)単元：プログラミング言語
【知識・技能】
機械語、アセンブラ言語、高水準言語に
ついて理解できる。

【思考・判断・表現】
機械語、アセンブラ言語、高水準言語の
用途を判断し、適切な言語を選択でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
用途に応じたプログラム言語の違いに関
心をもち、意欲的に学習に取り組もうと
している。

・指導事項
　コンピュータが理解できる言語
と人間が理解できる言語について
理解できるように留意する。

・教材
情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
機械語、アセンブラ言語、高水準言語について理解
している。

【思考・判断・表現】
機械語、アセンブラ言語、高水準言語の用途を判断
し、適切な言語を選択できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
用途に応じたプログラム言語の違いに関心をもち、
意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2

(11)単元：プログラムの作り方
【知識・技能】
基本的なプログラムを作成し、実行する
技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
インタプリタとコンパイラの違いを理解
し、用途を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
プログラムのつくり方に関心をもち、意
欲的に学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　見やすいプログラムを作成する
必要性を理解できるように留意す
る。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
基本的なプログラムを作成し、実行する技能を習得
している。

【思考・判断・表現】
インタプリタとコンパイラの違いを理解し、用途を
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
プログラムのつくり方に関心をもち、意欲的に学習
に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○

(16)単元：繰り返し処理
【知識・技能】
繰返し処理プログラムを作成する技能を
習得できる。

【思考・判断・表現】
繰返しプログラムを読んで、どのような
結果が出力されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
繰返し処理を行う制御文などについて意
欲的に学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　for文の書式に留意する。
　
・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
繰返し処理プログラムを作成する技能を習得してい
る。

【思考・判断・表現】
繰返しプログラムを読んで、どのような結果が出力
されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
繰返し処理を行う制御文などについて意欲的に学習
に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2

(14)単元：四則計算のプログラム
【知識・技能】
整数型・実数型・文字型データの取り扱
いについて理解できる。

【思考・判断・表現】
四則計算プログラムを読んで、どのよう
な結果が出力されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
プログラムの書式、データ型、演算子な
どに関心をもち、意欲的に学習に取り組
もうとしている。

・指導事項
　電卓による計算とコンピュータ
によるプログラミングの違いにつ
いて理解できるように留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
整数型・実数型・文字型データの取り扱いについて
理解している。

【思考・判断・表現】
四則計算プログラムを読んで、どのような結果が出
力されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
プログラムの書式、データ型、演算子などに関心を
もち、意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣で
ある。

○ ○ ○ 3

(15)単元：選択処理
【知識・技能】
選択処理プログラムを作成する技能を習
得できる。

【思考・判断・表現】
選択処理プログラムを読んで、どのよう
な結果が出力されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
選択処理について意欲的に学習に取り組
もうとしている。

・指導事項
　else if文の書式に留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
選択処理プログラムを作成する技能を習得してい
る。

【思考・判断・表現】
選択処理プログラムを読んで、どのような結果が出
力されるか考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
選択処理について意欲的に学習に取り組み、学習態
度は真剣である。

○ ○ ○ 2

２
学
期

2

(12)単元：流れ図とアルゴリズム
【知識・技能】
アルゴリズムと流れ図について理解し、
活用する技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
最適なプログラムを記述するために必要
なアルゴリズムを考えて流れ図として表
現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決の処理手順であるアルゴリズム
と流れ図を描くことに興味をもち、意欲
的に学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　概要流れ図から詳細流れ図をか
けるように留意し、のちのプログ
ラミングの学習に関連させる。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等



(17)単元：データの表し方
【知識・技能】
２進数と16進数について理解し、四則計
算や変換・計算ができる。

【思考・判断・表現】
10進数の構成から、２進数と16進数の構
成が説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
２進数、10進数、16進数などに関心をも
とうとしている。

・指導事項
　情報処理技術者試験や全国工業
高等学校長協会主催情報技術検定
などに関連する問題を取り上げ、
生徒の学習の動機付けを行う。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
２進数と16進数について理解し、四則計算や変換・
計算ができる。

【思考・判断・表現】
10進数の構成から、２進数と16進数の構成が説明で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
２進数、10進数、16進数などに関心がある。

○ ○ ○ 2

(20)単元：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸの概要
【知識・技能】
データ通信システムと情報通信ネット
ワークの概要について理解できる。

【思考・判断・表現】
家庭のインターネット接続について適切
な方式を選択し提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
データ通信の概要とネットワークの概要
について関心をもとうとしている。

・指導事項
　LAN、WAN、インターネットが私
たちの暮らしを支えていることに
留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
データ通信システムと情報通信ネットワークの概要
について理解している。

【思考・判断・表現】
家庭のインターネット接続について適切な方式を選
択し提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
データ通信の概要とネットワークの概要について関
心がある。

○ ○ ○ 2

(21)単元：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸの通信技術
【知識・技能】
プロトコルについて理解し、簡単な設定
や操作などの技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
プロトコルの知識をもち、適切なプロト
コルを利用できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータネットワークに使用する機
器やプロトコルに関心をもとうとしてい

・指導事項
　コンピュータネットワークの家
庭での利用の概要について理解で
きるように留意する。
　インターネットを利用するさい
に必要となる、HTML、SMTP、POP、
FTPなどの用語がプロトコルを意味
していることに留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

【知識・技能】
プロトコルについて理解し、簡単な設定や操作など
の技能を習得している。

【思考・判断・表現】
プロトコルの知識をもち、適切なプロトコルを利用
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータネットワークに使用する機器やプロト
コルに関心があり、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2

(18)単元：論理回路の基礎
【知識・技能】
基本論理回路を用いて、半加算回路や全
加算回路などを構成する技能を習得でき
る。

【思考・判断・表現】
基本論理回路を用いた応用回路につい
て、論理的に考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
基本論理回路とその応用回路などに関心
をもとうとしている。

・指導事項
　論理回路と真理値表の関連につ
いて理解できるように留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
基本論理回路を用いて、半加算回路や全加算回路な
どを構成する技能を習得している。

【思考・判断・表現】
基本論理回路を用いた応用回路について、論理的に
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
基本論理回路とその応用回路などに関心がある。

○ ○ ○ 2

(19)単元：処理装置の構成と動作
【知識・技能】
コンピュータに周辺装置について理解
し，適切に接続する技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
利用目的に応じた適切な周辺装置を選択
し、提案することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
処理装置と周辺装置に関心があり、意欲
的に学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　できれば周辺装置などの実物を
提示し、用途などが理解できるよ
うに留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
コンピュータに周辺装置について理解し，適切に接
続する技能を習得している。

【思考・判断・表現】
利用目的に応じた適切な周辺装置を選択し、提案す
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
処理装置と周辺装置に関心があり、意欲的に学習に
取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

２
学
期



３
学
期

(22)単元：コンピュータ制御の概要
【知識・技能】
コンピュータ制御の概要について理解で
きる。

【思考・判断・表現】
身のまわりの機器がコンピュータ制御さ
れていることを知り、どのような制御を
行っているか説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりのコンピュータ制御に関心を
もとうとしている。

・指導事項
　身のまわりにはコンピュータで
制御されているものが多いことに
留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
コンピュータ制御の概要について理解している。

【思考・判断・表現】
身のまわりの機器がコンピュータ制御されているこ
とを知り、どのような制御を行っているか説明でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりのコンピュータ制御に関心がある。

○ ○ ○ 2

(23)単元：制御プログラミング
【知識・技能】
LED点灯など、簡単なコンピュータ制御の
構成法や操作などの技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
LED点灯などの、簡単なプログラムの制御
方法について説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
制御プログラミングについて関心があ
り、意欲的に学習に取り組もうとしてい
る。

・指導事項
　できれば車の模型などのコン
ピュータ制御を実際に実習させ
る。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
LED点灯など、簡単なコンピュータ制御の構成法や操
作などの技能を習得している。

【思考・判断・表現】
LED点灯などの、簡単なプログラムの制御方法につい
て説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
制御プログラミングについて関心があり、意欲的に
学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 4

(24)単元：組み込み技術
【知識・技能】
組込み技術の概要と特徴について理解で
きる。

【思考・判断・表現】
身のまわりの機器に組み込まれているコ
ンピュータの特徴を説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりの組込み技術とその特徴に関
心をもとうとしている。

・指導事項
　できれば組込み技術を利用した
機器の分解モデルを提示する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

(26)単元：プレゼンテーション
【知識・技能】
プレゼンテーションに必要な機器やソフ
トウェアの操作に関する技能を習得でき
る。

【思考・判断・表現】
他人の発表をみて長所や改善点を指摘で
き、自分の発表に生かすことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報を整理しって他人に発表したり、文
書でまとめたりする意欲があり、積極的
に取り組もうとしている。

・指導事項
　実際に操作させて、発表させ
る。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
プレゼンテーションに必要な機器やソフトウェアの
操作に関する技能を習得している。

【思考・判断・表現】
他人の発表をみて長所や改善点を指摘でき、自分の
発表に生かすことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報を整理しって他人に発表したり、文書でまとめ
たりする意欲があり、積極的に取り組み、学習態度
は真剣である。

○ ○ ○ 5

(27)単元：文書の電子化
【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】
文書の適切な電子化方法を選択して提案
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
文書の電子化について関心を持ち、積極
的に取り組もうとしている。

・指導事項
　実際に操作させる。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
文書の電子化の方法について理解している。

【思考・判断・表現】
文書の適切な電子化方法を選択して提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
文書の電子化について関心を持ち、積極的に取り組
み、学習態度は真剣である。

○ 2

【知識・技能】
組込み技術の概要と特徴について理解している。

【思考・判断・表現】
身のまわりの機器に組み込まれているコンピュータ
の特徴を説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりの組込み技術とその特徴に関心がある。

○ ○ ○ 2

(25)単元：マルチメディア
【知識・技能】
マルチメディア機器やマルチメディアソ
フトウェアの操作に関する技能を習得で
きる。

【思考・判断・表現】
目的に応じたマルチメディアコンテンツ
や必要な機器の選択ができ、構成を判断
して決定や提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
マルチメディアのハードウェアやソフト
ウェアに関心をもとうとしている。

・指導事項
　マルチメディアの活用として
は、データ圧縮技術が重要である
ことに留意する。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
マルチメディア機器やマルチメディアソフトウェア
の操作に関する技能を習得している。

【思考・判断・表現】
目的に応じたマルチメディアコンテンツや必要な機
器の選択ができ、構成を判断して決定や提案でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
マルチメディアのハードウェアやソフトウェアに関
心がある。

○ ○ ○ 2

(28)単元：問題の発見・解決
【知識・技能】
問題点を解決してく適切な手順や方法を
選択して実行する技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
問題点を解決してく適切な手順や方法を
選択し提案できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
既存の方法について問題点を見いだし，
解決していくことに意欲があり、積極的
に取り組もうとしている。

・指導事項
　いくつかの手法の中から，最も
適したものを選択して利用できる
よう留意する。
　実際に取り組ませて，発表させ
る。

・教材
　情報技術検定標準問題集

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
問題点を解決してく適切な手順や方法を選択して実
行する技能を習得している。

【思考・判断・表現】
問題点を解決してく適切な手順や方法を選択し提案
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
既存の方法について問題点を見いだし，解決してい
くことに意欲がある。

○ ○ ○ 2

定期考査

○ ○

1

合計
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年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 2 組
教科担当者： （２組：川口　）
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業 工業環境技術
工業 工業環境技術 2

1

C 単元第１章　地球と人類
　２・３．地球上の資源・世界の資源と人間
【知識及び技能】
　エネルギー資源や鉱物資源，生物資源，水資源について，
種類や分布，資源量などの特徴と現状を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　枯渇性エネルギー資源の実物や見本があれば提示する。
【学びに向かう力、人間性等】
　これらの資源が社会や産業，人々の生活に与える影響と，
望ましい資源の利用方法について考察させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

環境に関する事象を検証するための調査や実験，資料の
収集，情報の選択を適切に行うことができる。環境問題
の背景や歴史と種類や規模などについて基礎的な知識を
有している。また，環境技術とほかの工業技術との関連
性について理解している。

身近な地域から地球規模にいたる環境問題を体系的にと
らえ，人間が環境に与える影響や工業技術が環境に果た
す役割について考え，まとめることができる。

環境問題および環境に関する技術に興味･関心を持ち，環
境にかかわる課題の追求と，その課題を解決していこう
とする意欲や態度がある人格形成を育む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

環境工学基礎
工業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業技術者として環境に関する基礎的な知識と技術を習得する。

身近な地域から地球規模にいたる環境問題を体系的にとらえ，人間が環境に与える影響や工業技術が環境に果たす役割について考え，まとめることができる。

習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。

工業環境技術
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
　エネルギー資源や鉱物資源，生物資源，水資源について，それぞれが有する
特徴と現状について理解している。

【思考・判断・表現】
　エネルギー資源や鉱物資源，生物資源，水資源について，現在と将来的な課
題をみいだし，要点をまとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　さまざまな資源量を身近でわかりやすい量として示すことができる。また，
資源の分布や割合を適切に図示できる。

○ ○ ○ 8

D 単元第２章　社会と環境
　１・２．社会と環境の歴史・日本の環境政策
【知識及び技能】
　産業革命にはじまる都市の環境問題の歴史や，日本の高度
経済成長にともなう具体的な公害問題について復習させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　オゾン層の破壊や地球温暖化などの地球環境問題と，それ
に向けた国際社会の取り組みについて理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　近年の気候変動枠組条約や生物多様性条約締約国会議の状

況を取り上げる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　世界や日本の社会が経験してきた公害や環境問題の歴史と，その解決に向け
た国際的な取り組みや条約について理解している。
　
【思考・判断・表現】
　公害や環境問題が発生した背景と，環境問題が地域的なものから地球規模へ
と拡大するようになった経緯についてまとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　オゾン層破壊のメカニズムについて図式的に説明することができる。また，
フロン類の種類と規制について調べ，適切に表にまとめることができる。

○ ○ ○ 4

１
学
期

A 単元「環境工学基礎」を学ぶにあたって
【知識及び技能】
　環境問題が，地域の公害問題から世界的な環境問題に発展してきた背景
と，環境に対する社会の考え方の変化について知り，環境問題を解決する
ためには社会の取り組みを変える必要があることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　身近な地域から地球規模にいたる環境問題を体系的にとらえ，人間が環
境に与える影響や工業技術が環境に果たす役割について考え，まとめるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　環境問題および環境に関する技術に興味･関心を持ち，環境にかかわる課
題の追求と，その課題を解決していく意欲や態度判断させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　環境問題の背景や歴史と種類や規模などについて基礎的な知識を有してい
る。また，環境技術とほかの工業技術との関連性について理解しようとてい
る。
　
【思考・判断・表現】
　身近な地域から地球規模にいたる環境問題を体系的にとらえ，人間が環境に
与える影響や工業技術が環境に果たす役割について考え，まとめようよとして
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　環境問題および環境に関する技術に興味･関心を持ち，環境にかかわる課題の
追求と，その課題を解決していこうとする意欲や態度が見られる。

○ ○ ○ 2

B 単元第１章　地球と人類
　１．地球の成り立ち
【知識及び技能】
　地球の誕生から海洋や大気が形成された過程と，生命の誕生・進化
の過程を把握させる。地球の構造と，水と炭素が地球上で循環するし
くみについて学習し，循環のバランスが地球環境を維持するために重
要であることを認識させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　地球の誕生から現在までの歴史を１年間にたとえて説明する。
　地球上の水の分布図から利用可能な淡水の割合を計算させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　地球上の炭素の循環図と本文中の炭素量との関係を補足する。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　地球や大気，生命の誕生過程を知り，地球の構造や物質が地球上を循環する
しくみを理解している。
　
【思考・判断・表現】
　水や炭素など地球上を循環する物質の循環メカニズムから，将来の状況を推
測することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地球の構造や物質の循環について学び，生命に対して望ましい地球環境を維

持していこうとする態度を持っている。

○ ○ ○ 6

定期考査 〇 〇

定期考査 ○ ○ 1



２
学
期

E 単元第３章　地球温暖化とエネルギー
　１・２．地球温暖化とその影響・エネルギーの利用技術
　　　　　と地球温暖化対策
【知識及び技能】
　地球温暖化の原因とそのメカニズムについての知識を習得
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　二酸化炭素排出量と大気中の二酸化炭素濃度が併記された
グラフを提示する。
【学びに向かう力、人間性等】
　日本のエネルギー供給と消費の関係を学習し，各国の発電

構成について比較，検討させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　地球温暖化のメカニズムや温室効果ガスの種類と発生源についての知識を身
につけている。
　
【思考・判断・表現】
　地球温暖化の原因と歴史的背景について考え，地球温暖化がもたらす今後の
影響とその緩和策について，比較・検討することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　日本で排出される温室効果ガスの種類と割合を調査し，その結果をグラフを
用いて視覚化できる。

○ ○ ○ 11

F 単元第４章　廃棄物とリサイクル
　１．廃棄物の現状
【知識及び技能】
　廃棄物の分類を理解させ，経済成長とごみ問題との関連に
ついて考察させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　一般廃棄物や産業廃棄物など，ごみの種別ごとの排出量や
処理方法を学習し，ごみの不法投棄や広域移動が発生する背
景について検証させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　産業廃棄物については種類と業種との関係に触れる。
　不法投棄については具体的な実例を提示する。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　廃棄物の分類および一般廃棄物と産業廃棄物の排出量と処理方法についての
知識を持ち，廃棄物の不法投棄や広域移動などの実態も理解している。
　
【思考・判断・表現】
　廃棄物が現在の分類や処理方法にいたった背景について考え，現状の廃棄物
処理の問題点と今後の課題の論点を説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　廃棄物の分類や処理方法について図表を用いて説明することができる。ま
た，廃棄物にかかわる諸問題について，情報の収集と調査を行うことができ
る。

○ ○ ○ 2

定期考査
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H 単元第６章　産業と環境
　１．産業界の環境管理の取り組み
【知識及び技能】
　複数の企業の環境報告書を回覧する。
【思考力、判断力、表現力等】
　環境マネジメントシステムやライフサイクルアセスメン
ト，環境ラベルの目的やしくみをはじめ，環境技術と経済と
の関係について理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　環境規制遵守のため，事業者に求められる自主的な取り組
みと社会的な責任について考察させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　環境マネジメントシステムやライフサイクルアセスメントの概要を理解して
いる。また，環境ラベルとグリーン購入法について基本的な知識を身につけて
いる。
　
【思考・判断・表現】
　企業で環境活動が求められる背景を考え，産業界で必要とされる環境管理の
手法や法制度について説明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　企業の環境報告書を収集し，それぞれの事業者が取り組む環境対策について
調査することができる。

○ ○ ○ 7

定期考査 ○ ○ 1

〇 〇 1

G 単元第５章　地域環境の保全
　１．大気・水質・土壌等の汚染現状と対策
【知識及び技能】
　様々な汚染が発生する原因と，汚染物質の種類や特徴，基
準値などを学習し，汚染に関する基本的な知識を習得させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　汚染を防止するための集じんや，硫黄・窒素酸化物の除去
技術，排出ガスの規制方法について理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　感覚公害の種類と特徴について学習し，騒音・振動・悪臭
などの感覚公害がほかの公害と異なる点について考察させ
る。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　感覚公害の種類と原因および騒音を定量的に数値化するための定義や手法についての知
識を有している。また，臭気の測定における人為的な官能試験法の概要を理解している。

　
【思考・判断・表現】
　大気汚染物質の発生原因を考え，排出ガス中の汚染物質をその種類に応じて適切に除去
するための技術について解説することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　水質汚染を防止するための排水の処理技術について，その原理やしくみを模式図に表す
ことができる。また，水質調査の計画を立て，適切に物理的･化学的検査を実施すること
ができる。

○ ○ ○ 6

３
学
期

I 単元第７章　都市・生活と環境
　１．都市システムと環境
【知識及び技能】
　民生部門と交通部門のエネルギー消費について学習し，
ヒートアイランド現象の要因と対策を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　業務部門のエネルギー消費と業種別構成比，床面積の経年
変化を提示する。
【学びに向かう力、人間性等】
　都市の水需要と給排水処理について学習し，治水，利水の
あり方を考察させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　部門別エネルギー消費やヒートアイランド現象，水処理，交通システムにつ
いて，それぞれの現状や環境対策技術を理解している。
　
【思考・判断・表現】
　グラフから人間の生活によって発生する都市の環境問題を読み取り，必要な
環境対策について提案することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　部門別エネルギー消費やヒートアイランド現象，水の需要，交通システムに
関するデータを視覚的に表すことができる。

○ ○ ○ 10

J 単元第７章　都市・生活と環境
　２・３．環境保全に向けたさまざまな取り組み
【知識及び技能】
　人々の生活が環境に与える影響を理解させ，暮らしの中で
の環境保全のあり方について考察させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　地域の環境保全を推進するためのまちづくりや地域づくり
の重要性を認識させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　各家庭で取り組んでいる環境保全について発表させる。

・指導事項
・教材・教材
　環境工学基礎
　自作プリント

・机間指導・Teamsの活用　等

【知識・技能】
　快適な住環境を維持するために必要な空気や騒音，断熱性能の基準について
の知識を有している。
　
【思考・判断・表現】
　人々の暮らしが環境に与える影響を考え，地域社会で必要とされる環境維持
活動を実践することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な地域の環境保全活動やまちづくりの事例を調べ，その結果を発表する
ことができる。

○ ○ ○ 9

定期考査

○ ○

1

合計



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 2 組
教科担当者： （　２組：川口　山﨑　内田　）
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業 実習
工業 実習 4

C単元；機械加工（旋盤作業）
【知識及び技能】
　基礎的な機械工作に関する実習として、旋盤作業を体験さ
せ、安全に配慮しながらその技能を習得させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　旋盤加工の原理や切込みと送り量の関係を踏まえ、安全に
仕上げる方法を理解させる。

【学びに向かう力、人間性等】旋盤の取り扱いと使用方法に
関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　旋盤の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

実習と通して、工業の各分野について体系的・
系統的に理解するとともに，関連する技術を身
に付けるようにする。

実習を通して、工業に関する課題を発見し，職
業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創
造的に解決する力を養う。

実習を通して、職業人として必要な豊かな人間
性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら
学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

実教出版　工業技術基礎
工業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業技術を実際の作業に即して総合的に理解すると共に、関連する技術と知識を身に付けるようにする。

工業技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。

工業技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

実習
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
　旋盤作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に旋削作業ができ
る技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　旋盤作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な旋削作業法に
ついて説明できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　旋盤の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，旋削作業に意欲的に
取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 16

D単元：数値制御機械実習（MC実習）
【知識及び技能】
　数値制御機械の基本について学習し、プログラム作成及び
修正の技術を習得する。

【思考力・判断力・表現力等】
　マシニングセンターの操作法を学ぶことで技術革新に主体
的に対応できる能力と態度を育てる。

【学びに向かう力、人間性等】数値制御機械の取り扱いと使
用方法に関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　数値制御機械の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　数値制御機械作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に切削作
業ができる技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　数値制御機械作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な切削
作業法について説明できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　数値制御機械の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，切削加工作
業に意欲的に取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

１
学
期

A単元：実習を学ぶに当たって
【知識及び技能】
　実習における重要なことが理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　実習のガイダンスを聞き、安全第一で取り組むこと、報告
書を期限内に提出させるために思考・判断して実践できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実習を学ぶにあたって、科目の目標に関心をもち、意欲的
に取り組んでいる。

・指導事項
　作業を行うための注意事項や身嗜み指導する。
　報告書等の時間や期限を守るための指導する・
　これから授業を受けるための心構えを身に付けさせる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識及び技能】
　実習における重要なことが理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　実習のガイダンスを聞き、安全第一で取り組むこと、報告書を期限内に提出
させるために思考・判断して実践できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実習を学ぶにあたって、科目の目標に関心をもち、意欲的に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 8

B単元：報告書の作成
【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、報
告書で表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組んでい
る。

・指導事項
　報告書の正しい作成手順を身に付けさせる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、報告書で表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8

定期考査

定期考査



２
学
期

E単元：機械加工（フライス盤作業）
【知識・技能】
　フライス盤作業の基本操作について興味・関心を持ち，そ
の加工作業に必要な知識と技能を身につけさせる。

【思考力・判断力・表現力等】
　フライス盤作業の基本操作について，適切に思考・判断
し，加工法について的確に表現できる技量を身につける。

【学びに向かう力、人間性等）
　フライス盤の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に
取り組んでいる。

指導事項
　フライス盤の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　フライス盤作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に切削作業
ができる技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　フライス盤作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な切削作
業法について説明できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　フライス盤の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，切削加工作業
に意欲的に取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

F単元：機械検査作業
【知識・技能】
　機械検査作業の基本操作について興味・関心を持ち，その
測定法に必要な知識と技能を身につけさせる。

【思考力・判断力・表現力等】
　機械検査作業作業の基本手順について，適切に思考・判断
し，測定の方法についてに表現できる技量を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
　測定工具の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に取
り組んでいる。

指導事項
　各種測定工具の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　工業計測作業の基本について興味・関心を持ち，その工業計測作業に意欲的
に取り組む態度を身につけている。

【思考・判断・表現】
　工業計測作業の基本操作について，適切に思考・判断し，その工業計測作業
について的確に表現できる技量を身につけている。

【主体的に取り組む態度】
　工業計測作業の操作の技能を体得し，安全に配慮した計測法を身につけ、測
定工具の操作についての正しい知識を持ち，計測法をよく理解している。

○ ○ ○ 20

定期考査

H単元：制御技術実習
【知識・技能】
　制御技術について興味・関心を持ち，その装置作成に必要
な知識と技能を身につけさせる。

【思考力・判断力・表現力等】
　装置作成について，適切に思考・判断し，組立方法につい
て的確に表現できる技量を身につける。

【学びに向かう力、人間性等）
　制御装置の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に取
り組んでいる。

指導事項
　制御装置の正しい組み立て方と原理を理解させる。

・教材
　マイコン、センサ、アクチュエータ
実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　制御装置の部品について正しい知識を身につけ，安全に組立作業ができる技
術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　制御装置の設計について，適切に思考・判断し，装置の構成について説明で
きる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　制御装置の組み立て作業について，主体的に興味・関心を持ち，装置作成に
意欲的に取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

定期考査

G単元：電子回路実習
【知識・技能】
　電子回路について興味・関心を持ち，その回路作成に必要
な知識と技能を身につけさせる。

【思考力・判断力・表現力等】
　電子回路作成について，適切に思考・判断し，接続方法に
ついて的確に表現できる技量を身につける。

【学びに向かう力、人間性等）
　電子回路の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的に取
り組んでいる。

指導事項
　電子部品の正しい使用方法と配線手順を理解させる。

・教材
　各種センサ、半導体、実習指導書、
各実習で必要なもの

【知識・技能】
　電子回路の部品について正しい知識を身につけ，安全に配線作業ができる技
術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　電子回路の作成法について，適切に思考・判断し，回路の構成について説明
できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　電子回路の配線作業について，主体的に興味・関心を持ち，回路作成に意欲
的に取り組む態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

３
学
期

I単元確認試験
【知識・技能】
　６ローテーション目の各実習の内容を理解することができ
る。

【思考・判断・表現】
　６ローテーション目の実習を通じて今後に生かしたい能力
を思考判断し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　実習の各分野のに対して関心をもち、意欲的に取り組むこ
とができる。

指導事項
　各ローテーションの内容と作業手順を要約して説明でき、
意欲的且つ、協働的に作業することが出来る力を身に付けさ
せる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　６ローテーション目の各実習の内容を理解することができる。

【思考・判断・表現】
　６ローテーション目の実習を通じて今後に生かしたい能力を思考判断し、表
現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　実習の各分野のに対して関心をもち、意欲的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 4

J単元：実習成果発表
【知識・技能】
　実習の成果発表について他者に対して発表する技能を習得
できる。

【思考・判断・表現】
　聞き手に対してわかりやすく伝えるために思考判断し、発
表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　成果発表に対して関心をもち、意欲的に取り組むことがで
きる。

・指導事項
　○成果発表の資料作成手順
　○発表指導

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　実習の成果発表について他者に対して発表する技能を習得できる。

【思考・判断・表現】
　聞き手に対してわかりやすく伝えるために思考判断し、発表することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　成果発表に対して関心をもち、意欲的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 4

定期考査

合計

140

　科目 実習において、工業技術科では、旋盤実習・フライス盤実習・電子工作①の３項目を前期実習として実施、MC実習・機械検査作業・電子工作②を後期実習として
行い、１クラスを３班編成に分けローテーションしながら実習を行う。



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

実教出版　機械設計

工　　業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

工業管理技術

工　　業 工業管理技術
工　　業 工業管理技術 2

（２組：早津　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

○ 1

(4)単元：起業とは
【知識・技能】
起業の意味、必要性、現状を理解させ
る。
【思考・判断・表現】
実際に起業をするための方法やアイデア
を考えさせ、発表させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
企業のアイデアを具体化し、実行に移す
までの流れに関心をもたせる。

・指導事項
　起業については会社の設立だけ
でなく、個人や企業内のグループ
が新たな事業をはじめることを含
むことにも留意する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

製造業におけるものづくりの方法や各種の管理
の大切さを理解する。
工業生産の運営と管理に関する知識と技能を習
得する。

様々な分野の管理について考察し、より良い方
法で生産を行うために思考・判断しそれを表現
できるようになる。

より良い工業生産の運営と管理の方法について
考察し、主体的かつ協同的に取り組む態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】
起業の現状と過程を理解している。

【思考・判断・表現】
日本の開業率が低い要因を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
起業とは何か、どのようにするかなどについて関心
を持ち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

１
学
期

(1)単元：職業とは
【知識及び技能】
職業と産業の意味や職業の三要素につい
て理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
職業の三要素の三つの側面から職業を検
討し、自己の考えを表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
職業人としての誇りを持ち、与えられた
仕事を確実に行う態度を身につけさせ
る。

・指導事項
　職業を通して社会に貢献するこ
とを進路指導と関連させて指導す
る。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
職業の三要素や雇用のミスマッチについて理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力】
職業の三要素について、経済性・社会性・個人性の
三つの側面から類推し考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
職業はどのように分類されているかに関心を持ち、
意欲的に学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

(2)単元：産業とは
【知識及び技能】
産業の分類と産業構造の変化が就業構造
にも影響していることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
産業の分類の構成比率の変遷から産業構
造の変化が判断できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業の分類、雇用の変化など産業に関し
て関心をもたせる。

・指導事項
　アウトソーシングでは雇用の変
化にも留意する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
産業構造の変化の特徴、アウトソーシングについて
理解している。

【思考・判断・表現】
第一、第二、第三次産業の構成比率の変遷から産業
構造の変化が判断できる

【主体的に学習に取り組む態度】
産業はどのように分類されているかに関心をもち，
意欲的に学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

(3)単元：製造業とは
【知識・技能】
製造業における3要素について理解させる。
【思考・判断・表現】
なぜ国内市場の縮小が就職難や失業率の高め
る要因になっているのか考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生産の拠点を海外へ移転させる現状について
関心をもたせ、原因を考察させる。

・指導事項
　企業の海外事業活動が行われる
背景について他の専門科目と関連
させて指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
製造業の競争力の特徴や製品の品質・価格・納期の
需要の三要素について理解している。

【思考・判断・表現】
製造業の競争力について、主要製品の輸出額から類
推し考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
企業が生産の拠点を海外に移転することや、国内市
場の就職難や失業率との関連に関心を持ち、意欲的
に学習に取り組んでいる。

○ ○



１
学
期 (7)単元：管理業務

【知識・技能】
生産要素の５Mや管理サイクルについて理
解させる。
【思考・判断・表現】
生産要素や管理サイクルはなぜ必要なの
か考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
管理業務の重要性について学ぶことで製
造について関心をもたせる。

・指導事項
　ＰＤＣＡサイクルは工業管理業
務の基本であり，裏見返しの管理
サイクルとの関連に配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
商業と製造業の基本機能や工業管理業務を計画どお
りに進行するため、計画、実施、確認、処置の管理
サイクルが行われていることを理解している。

【思考・判断・表現】
生産活動の５Mや管理サイクルの内容を認識でき、管
理業務の機能を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
製造業の基本機能と管理サイクルの内容に関心をも
ち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(8)単元：製造業のしくみ
【知識・技能】
製造業の必要性について理解させる。
【思考・判断・表現】
なぜ生産の海外移転があるのか考えさせ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
生産のしくみを物の流れや製品のライフ
サイクルと再使用ンとの関連について関
心をもたせる。

・指導事項
　・製造物責任（ＰＬ）について
は，第６章の品質管理と品質保証
と関連させて指導する。製品の部
品や素材の再使用（リユース）や
再生利用（リサイクル）では，第
８章環境管理との関連について配
慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用

【知識・技能】
製造業の海外移転の背景や商品開発力、製造技術の
重要性を認識し、その概要を理解している。
製品のライフサイクルについては、製品の部品の再
使用や素材の再生利用の状況を調査し、レポートを
作成したり、発表することができる。

【思考・判断・表現】
物の流れや生産活動と情報の図から生産のしくみの
概要を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産のしくみはどのようになっているか、複写機の
例を通して、物、生産の流れについて関心をもち、
意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(5)単元：企業とは
【知識・技能】
社会の中で果たす役割や要求されること
について理解させる。
【思考・判断・表現】
消費者目線から企業への要求を考察させ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
企業の形態について違いなどを説明する
ことで関心をもたせる。

・指導事項
　企業にとって人的要素がとくに
たいせつであることに対し具体的
に指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
共同企業の組織編成によって経営責任の内容が異な
ることを理解している。
企業として要求されることを調査し、レポートの作
成や発表することができる。

【思考・判断・表現】
合名会社、合資会社、有限会社、株式会社、協同組
合の特徴を比較し考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
企業の役割とは何かに関心を持ち、意欲的に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 1

(6)単元：管理組織
【知識・技能】
管理組織、企業組織やその業務、分類な
どについて理解させる。
【思考・判断・表現】
組織が存在するために必要だと思うこと
を考察させ、発表させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な製品を例に挙げ、管理組織の分類
について関心をもたせる。

・指導事項
　企業とは組織そのものであり，
組織の３要素や第９章人事管理と
の関連についても配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
ライン組織、ラインスタッフ組織の特徴を調査し発
表することができる。

【思考・判断・表現】
管理組織の分類から特徴を比較し考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
企業はどのようなしくみで組織されているか、また
管理組織と業務、企業組織の原理等に関心をもち、
意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(11)単元：生産形態
【知識・技能】
受注生産と見込み生産の違いや特徴を理
解させる。
【思考・判断・表現】
身の回りの製品はどんなものが受注生産
又は見込み生産なのか考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分が使っているものの生産形態を知る
ことで製造業についての関心を高める。

・指導事項
　生産管理の歴史では，流れ生産
方式，統合生産システム，セルシ
ステムなどの出現の背景や特徴に
ついても配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
生産形態から受注形態，生産量と品質，生産方式の
概要が理解できる。
産業界における受注生産と見込生産，個別生産と連
続生産の内容を調査し，レポートを作成したり，発
表したりすることができる。

【思考・判断・表現】
・受注生産と見込生産，個別生産と連続生産を比較
しそれぞれの特徴を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産形態にはどのようなものがあるかなどについて
関心をもち，意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

(9)単元：工業管理のしくみ
【知識・技能】
各管理業務の基本的な目的・課題などを
理解させる。
【思考・判断・表現】
各管理業務の課題についてどう解決して
いくか自分なりに考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでに学んだ管理サイクルの必要性
を再確認することで仕事だけでなく日々
の生活にも生かしていけることを気づか
せる。

・指導事項
　各管理業務も，管理サイクル
（ＰＤＣＡサイクル）が必要とな
ることを指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
工業管理技術の重要性を認識し，工業管理業務の基
本的な役割を理解し，管理サイクルに関する知識が
身についている。

【思考・判断・表現】
生産活動に必要な情報や，生産活動の課題を解決す
るために必要な工業管理の役割について考察でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
工業管理のしくみ，役割について関心をもち，意欲
的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

(10)単元：生産管理の役割と意義
【知識・技能】
生産管理が生産計画と工程管理で構成さ
れていることを理解させる。
【思考・判断・表現】
QCDを満足させるためには何が必要になっ
てくるのか、これまでの学習から判断さ
せる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの製品がQCDを満足させているの
か考えさせ製造に関しての関心を高め
る。

・指導事項
　生産管理の体系については，第
５章工程分析と作業研究との関連
に配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
需要の3要素（ＱＣＤ）や生産の5要素（５Ｍ）に関
する知識が身についている。

【思考・判断・表現】
生産管理の体系，生産管理のＰＤＣＡサイクルから
概要を判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産管理・生産管理のＰＤＣＡサイクルとは何かに
ついて関心をもち，意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1



２
学
期

(12)単元：生産計画
【知識・技能】
生産計画の機能、種類、特徴などを理解
させる。
【思考・判断・表現】
工数計画が生産においてどんな役割を
担っているか考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生産計画の中にあるそれぞれの細かな計
画の役割を知ることで生産に関して関心
を高める。

・指導事項
　手順計画，日程計画では「機械
実習」における要素実習や総合実
習などと関連させ，作業標準書，
日程計画の作成にも配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
生産計画の機能，手順計画，日程計画，在庫計画の
目的・内容を理解し，作成に関する知識が身につい
ている。
各例題を参考にして，工程表，ガントチャートによ
る機械別計画，パート図，流動数曲線などを作成す
る技能をもっている。

【思考・判断・表現】
生産計画を構成している手順計画，日程計画，在庫
計画の目的・効果を類推し考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産計画はどのような計画により構成されている
か，とくに各図表は，どのような目的で作成される
のかなどについて関心をもち，意欲的に取り組んで
いる。

○ ○ ○ 8

(13)単元：工程管理
【知識・技能】
差立、進捗管理、余力管理、現品管理の
概要を理解させる。
【思考・判断・表現】
工程管理中に起こりうる問題点等の対応
を判断させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
工程管理の必要性を学習することで関心
をもたせる。

・指導事項
　差立（作業指示），進捗管理で
は，実習などの関連に配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
工程管理に関する統制機能，重要性について理解
し，生産情報の収集・処理を適時・的確に行う知識
を身につけている。

【思考・判断・表現】
生産管理サイクルを短く，早く，強く回すことの重
要性について各管理の統制の手法を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
工程管理は，どのような内容で構成され，統制機能
があるかなどについて関心をもち，意欲的に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 2

(14)単元：物流
【知識・技能】
部品等の調達、製品の保管、輸送、販
売、廃棄物の回収等、生産に関する流通
の一部である物流について理解させる。
【思考・判断・表現】
ものの流れについて考察し、自己の考え
と実際の物流の違いについて学習させ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
生産に関する流通の一部である物流につ
いて学ぶことで経済活動について関心を
もたせる。

・指導事項
　市場ニーズや環境問題，リサイ
クル処理など物流の新しい流れに
ついても配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
物流の概要についての知識を身につけている。

【思考・判断・表現】
物流について理解し、課題等を考察することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産をささえる物流について関心をもち，意欲的に
取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

(16)単元：品質管理の手法
【知識・技能】
全数検査、抜取検査等の内容の概要を理
解させ、手法を身につけさせる。
【思考・判断・表現】
同一方法でつくられた製品でも品質にば
らつきが起こることについて考察させ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
統計的品質管理の基礎として実施する条
件や留意事項、データを取る目的につい
て理解させ、工程の管理、検査、品質の
推定等と関連付けをさせる。

・指導事項
　市販品や実習製品などのばらつ
きを調べて，度数分布表などを作
成させる。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
データをとる目的について基本的な考え方を理解し
ている。
度数分布表からヒストグラムを描くことができる。

【思考・判断・表現】
ピクトグラムや管理図を正しく読み、品質が保たれ
ているか、異常があるのか思考し判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
品質特性という概念を理解し，品質管理の目的や品
質管理の手法である統計的品質管理に関心をもち，
意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

(17)単元：品質検査
【知識・技能】
身のまわりの製品で全数検査，抜取検査
を要するものを調査し，レポートにまと
めさせる。
【思考・判断・表現】
全数検査と抜取検査を比較し，それぞれ
の特徴を考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
検査特性曲線が抜取検査の性質を表して
いることや，検査特性曲線のみかたに関
心をもたせる。

・指導事項
　検査特性曲線については，生産
者危険・消費者危険と関連させて
指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
身のまわりの製品で全数検査，抜取検査を要するも
のを調査し，レポートにまとめることができる。
　
【思考・判断・表現】
全数検査と抜取検査を比較し，それぞれの特徴を考
察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
検査特性曲線が抜取検査の性質を表していること
や，検査特性曲線のみかたに関心をもち，意欲的に
取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(15)単元：品質管理の意義と目的
【知識・技能】
品質管理の手法、品質検査、品質保証などを
理解させる。
【思考・判断・表現】
品質検査の意義や目的について考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分が使っている製品の品質管理の手法等に
ついて学ぶことでhん室管理の意義や目的につ
いて関心をもたせる。

・指導事項
　品質管理を最も経済的で，最も
有用で，消費者が求める品質の製
品を開発し，設計し，生産し，
サービスすることを基本にして指
導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

【知識・技能】
工程で品質をつくり込む重要性や企業の品質に対す
る基本的な考え方を理解している。

【思考・判断・表現】
性能と品質が誤解されないよう明示でき，品質は検
査によって確保されるものではなく，工程でつくら
れるものであることを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
企業で行われている品質管理活動に関心をもって意
欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(20)単元：労働災害
【知識・技能】
労働災害の防止では，３００運動やヒヤ
リ・ハット活動，ＫＹ活動の目的・内容
を理解し身につけさせる。
【思考・判断・表現】
労働災害統計から，災害予防はどのよう
にあるべきか，学校の各実習で経験した
ことなどを通して考えさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生産性向上は，作業者の安全を確保した
うえに成立するものであることを認識
し，意欲的に取り組ませる。。

・指導事項
　災害の発生率，災害の重さなど
を関連させて指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
労働災害の防止では，３００運動やヒヤリ・ハット
活動，ＫＹ活動の目的・内容を理解し身につけてい
る。
労働災害統計では，度数率，強度率を理解し，それ
らを計算で求めることができる。

【思考・判断・表現】
労働災害統計から，災害予防はどのようにあるべき
か，学校の各実習で経験したことなどを通して考え
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
生産性向上は，作業者の安全を確保したうえに成立

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

(18)単元：品質保証
【知識・技能】
日本工業規格，製造物責任法，品質マネ
ジメントシステムの役割を理解し，品質
保証に関する知識を身につけさせる。
【思考・判断・表現】
製造物の欠陥の種類を分析し，品質保証
の重要性などを考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
企業における品質の責任について関心も
たせる。

・指導事項
　世界共通の品質管理に関する規
格が必要となることを視野に入れ
た品質保証の状況に配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
日本工業規格，製造物責任法，品質マネジメントシ
ステムの役割を理解し，品質保証に関する知識を身
につけている。
品質管理では，経験や勘でなくデータに基づく管理
が必要なことを理解している。

【思考・判断・表現】
製造物の欠陥の種類を分析し，品質保証の重要性な
どを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
企業における品質の責任について関心をもち、意欲
的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 2

(19)単元：安全衛生管理の役割と意義
【知識・技能】
企業における安全衛生活動について理解して
いる。また、効果を上げるためにはどういっ
た意識が必要なのかも理解させる。
【思考・判断・表現】
従業員の安全と健康を守るための活動につい
て何を行えばよいか具体策を考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業活動に起因する災害や職業性疾病，安全
衛生管理の目的・内容に関心をもたせる。

・指導事項
　安全衛生管理は，働く人を災害
から守り，企業経営の重要な柱で
あることに留意し指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
企業における安全衛生活動について理解している。
また、効果を上げるためにはどういった意識が必要
なのかも理解している。

【思考・判断・表現】
従業員の安全と健康を守るための活動について何を
行えばよいか具体策を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
産業活動に起因する災害や職業性疾病，安全衛生管
理の目的・内容に関心をもち、意欲的に取り組んで
いる。

○ ○ ○ 1

３
学
期

(21)安全衛生活動
【知識・技能】
ヒヤリ・ハット報告書，危険予知訓練
シートや５Ｓ活動の内容を理解させる。
【思考・判断・表現】
実習中においてヒヤリ・ハットしたこと
を話し合い，レポートにまとめさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
職場で行われている安全衛生教育の必要
性について理解し，意欲的に取り組ませ
る。

・指導事項
　実習における安全作業と関連さ
せて指導し，安全衛生活動に学
生・生徒が参加できるよう配慮す
る。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
ヒヤリ・ハット報告書，危険予知訓練シートや５Ｓ
活動の内容を理解している。

【思考・判断・表現】
実習中においてヒヤリ・ハットしたことを話し合
い，レポートにまとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
職場で行われている安全衛生教育の必要性について
理解し，意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6



３
学
期

(22)安全衛生管理組織
【知識・技能】
学校では，学校安全計画を作成し，それ
を実行することが義務づけられているこ
とを理解させる。
【思考・判断・表現】
学校で実行されている学校安全計画の課
題などを考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
作業環境と労働衛生について理解し，意
欲的取り組ませる。

・指導事項
　生産部門で必要とされる資格
や，安全衛生管理の義務について
は，表7-8，表7-9の各資格の取得
を奨励し，安全教育の重要性を認
識させる。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用

【知識・技能】
学校では，学校安全計画を作成し，それを実行する
ことが義務づけられていることを理解している。

【思考・判断・表現】
学校で実行されている学校安全計画の課題などを考
察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
作業環境と労働衛生について理解し，意欲的取り組
んでいる。

○ ○ ○ 3

(23)単元：環境管理の役割と意義
【知識・技能】
環境管理の役割と意義を，企業，学校，
地域の環境保全活動の状況から理解させ
る。
【思考・判断・表現】
地域における環境保全活動の内容につい
て類推し，考察させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境管理の役割の概要について関心をも
ち，意欲的に取り組ませる。

・指導事項
　地域における環境保全活動の現
状などについても配慮する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
環境管理の役割と意義を，企業，学校，地域の環境
保全活動の状況から理解できる。

【思考・判断・表現】
地域における環境保全活動の内容について類推し，
考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
環境管理の役割の概要について関心をもち，意欲的
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 1

(24)単元：環境問題への取り組み
【知識・技能】
環境問題への取り組みについては，四大公
害，7公害の概要から，発生の経緯や内容につ
いて理解させる。
【思考・判断・表現】
四大公害や7公害の概要と環境保全の例を参考
にして，地球規模での環境保全について考察
させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
企業と地域社会の環境問題などの取り組みの
概要について関心をもたせる。

・指導事項
　７公害の概要と環境保全の例を
踏まえて，法的な整備や技術革新
の状況と関連させて指導する。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

定期考査 ○ ○ 1

合計

70

【知識・技能】
環境問題への取り組みについては，四大公害，7公害
の概要から，発生の経緯や内容について理解してい
る。
地球規模の環境保全では，先進国，開発途上国の状
況や，各企業における３Ｒへの取り組みの状況につ
いて調査し，レポートにまとめることができる。

【思考・判断・表現】
四大公害や7公害の概要と環境保全の例を参考にし
て，地球規模での環境保全について考察できる。

○ ○ ○ 2

(25)単元：企業の環境保全への取り組み
【知識・技能】
企業の環境保全への取り組みについて
は，３Ｒ，環境管理のＰＤＣＡサイクル
を通して理解させる。
【思考・判断・表現】
循環型社会の形成や３Ｒへの取り組み，
省エネルギーなどへの取り組みなどから
企業の環境保全への取り組み状況を考察
させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境保全に関する具体的な取り組みに関
して関心をもたせる。

・指導事項
　循環型社会形成推進基本法が制
定され，廃棄物・リサイクルの対
策が具体化したことなどを指導す
る。
・教材
　工業管理技術
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用
等

【知識・技能】
企業の環境保全への取り組みについては，３Ｒ，環
境管理のＰＤＣＡサイクルを通して理解している。
企業の環境問題への取り組みの現状や，法的整備の
状況を調査し，レポートにまとめることができる。

【思考・判断・表現】
循環型社会の形成や３Ｒへの取り組み，省エネル
ギーなどへの取り組みなどから企業の環境保全への
取り組み状況を考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
環境保全に関する具体的な取り組みに関して関心を
もち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

実教出版　機械設計

工　　業

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

機械設計

工　　業 機械設計
工　　業 機械設計 2

（２組：早津　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

(2)単元：機械設計
【知識及び技能】
製品ができるまでの流れを理解させ，設
計が仕様→総合→解析→評価→(最適化)
→設計解の流れで行われることを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
よい機械は設計者の創造性と経験による
ことを理解し、良い機械の条件を考える
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
製品ができるまでの工程を理解し、どう
すれば作業効率が上げられるか考えよう
とする。

・指導事項
　設計の流れ留意点を理解させ、
効率を上げるための方法を考えさ
せる。

・教材
　関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
設計の進めかたを理解し，新技術の活用やよい機械
について理解している。

【思考・判断・表現】
生産における設計の役割や設計の各段階の内容につ
いて考えている。
設計の要点を理解し，これからの学習にいかすこと
について考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
機械設計に関心をもち，設計の進めかたやよい機械
の条件を探究し，設計の基本を理解し，意欲的に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

(3)単元：機械に働く力
【知識・技能】
・力の大きさや向き、力の合成・分解，力の
つり合いなどについて解析の手法を身に付け
る。
・力のモーメントと偶力、重心の意味とその
計算法について理解できる。
【思考・判断・表現】
機械部品には常に何らかの力が働いているこ
とを理解し機械設計で，力や運動・仕事や動
力を適切に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自ら進んで求められている課題に対して適切
に処理することができる。

・指導事項
　力の大きさや向きに配慮するこ
とを理解させる。
「物理基礎」「物理」で扱われる
内容との関連に留意する。
・教材
　関数電卓
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「機械」を設計するための基礎となる力学・材
料力学・機構学の基礎的な事項を理解するとと
もに、関連する技術を身に付けるようにする。

簡単な設計・計算の方法を学習し、安全で安心
な器具、機械などを創造的、合理的に設計する
能力と協働的に取り組む態度を養う。

実践的・体験的な学習活動を通して、機械設計
に関する課題の発見と解決や工業技術の進展に
対応する力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】
　作図や計算で力を合成・分解する方法，計算に
よって力のモーメント・偶力・重心を求める方法を
理解し，それぞれの方法で結果を導き出すことがで
きる。
【思考・判断・表現】
力を合成・分解する方法，力の働きやつり合い，重
心の求めかたの流れを考えることができ，力を数学
的にとらえ数式で適切に表現する力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械に働く力の工学的意義や物体に動きを与える力
について関心をもち，どのように設計に役立てるか
意欲的に学習している。

○ ○ ○ 6

(4)単元：運　動
【知識・技能】
直線運動や回転運動の速度・加速度の計
算法を理解する。
【思考・判断・表現】
具体例を踏まえ、事象について考察し，
試行し判断・表現する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動によってどのような力が作用する
か，力によって起きる運動を探究し，理
解する。

・指導事項
　物体の落下や回転機械の取り扱
いなど身近な事象を話題にし、生
徒に興味・関心を喚起させること
に留意する。
　「物理基礎」「物理」で扱われ
る内容との関連に留意する。
・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法を理
解している。

【思考・判断・表現】
　直線運動や回転運動の速度・加速度の計算をモー
タなどの具体例をふまえて踏まえて考察し，運動に
よって起きる現象を考え，判断・表現する力を身に
付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　運動によってどのような力が作用するか，力に
よって起きる運動を探究し，理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 3

１
学
期

(1)単元：機械のしくみ
【知識及び技能】
　・機械の定義を理解させ，機械，器
具，構造物の違いや機械のなりたちを考
えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・機械のなりたちやしくみを構成部品・
機構・制御方法、機械要素の面から理解
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自ら社会における機械の重要性に気づ
き、認識する。

・指導事項
機械の定義・機械が機構と機械要
素から成り立っていることを理解
できるように留意する。

・教材
　関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　機械の定義を理解し，機械がさまざまな機構や要
素を組み合わせてできていることを理解している。

【思考力、判断力、表現力】
機械とはどのようなものか，機械の定義・なりた
ち・動きなどを考察し，機械か否かを総合的に判断
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
機械に関心をもち，機械の定義,機械のしくみ,機械
の機構，機械要素を探究しようとしている。

○ ○ ○ 2



(5)単元：力と運動の法則
【知識・技能】
　運動の法則や運動量に関する基礎知識
を習得し，運動する物体と力の関係を計
算で示す能力を身に付ける。
【思考・判断・表現】
　運動と力の関係を運動の法則を使って
探究し，計算過程を説明する力を身に付
ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
　運動の種類や法則に関心をもち，物理
との関連に留意しながら運動の三法則を
理解する。

・指導事項
　運動の法則や運動量に関する基
礎知識に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
運動の法則や運動量に関する基礎知識を理解し，運
動する物体と力の関係を計算で示す能力を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
運動と力の関係を運動の法則を使って探究し，計算
過程を説明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の種類や法則に関心をもち，物理との関連に留
意しながら運動の三法則を理解しようとしている。

〇 〇 〇 3

(6)単元：仕事と動力
【知識・技能】
　仕事の定義，道具や機械の仕事の原
理，仕事のもとになるエネルギー，仕事
の時間に対する割合である動力について
理解する。
【思考・判断・表現】
　エネルギーと仕事，動力の表しかた・
計算法を理解し，それらの関係を理解す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　てこ・輪軸・滑車・斜面の具体例を踏
まえて，仕事の原理を理解する。

・指導事項
　エネルギーと仕事・動力を関連
付けて扱う。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
運動の法則や運動量に関する基礎知識を理解し，運
動する物体と力の関係を計算で示す能力を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
運動と力の関係を運動の法則を使って探究し，計算
過程を説明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の種類や法則に関心をもち，物理との関連に留
意しながら運動の三法則を理解しようとしている。

○ ○ ○ 3

(9)単元：引張・圧縮荷重
【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひ
ずみ，縦弾性係数の関係，応力-ひずみ線
図を理解する。
【思考・判断・表現】
応力－ひずみ線図，荷重－変形線図，弾
性限度・比例限度・降伏点・耐力・引張
強さなどの説明ができ，応力とひずみの
関係を計算により表現する力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違
いを理解し，応力とひずみの関係を知ろ
うとする意欲があり，縦弾性係数を理解
する。

・指導事項
　応力，ひずみ，縦弾性係数の関
係に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひずみ，縦弾
性係数の関係，応力-ひずみ線図を理解している。
【思考・判断・表現】
応力－ひずみ線図，荷重－変形線図，弾性限度・比
例限度・降伏点・耐力・引張強さなどの説明がで
き，応力とひずみの関係を計算により表現する力を
身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違いを理解
し，応力とひずみの関係を知ろうとする意欲があ
り，縦弾性係数を理解しようとしている。

○ ○ ○ 4

(10)単元：せん断荷重
【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数
の関係を理解し，横弾性係数と縦弾性係
数の違いを理解する。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみ
を使って説明する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力
とせん断ひずみ，横弾性係数について理
解する。

・指導事項
　せん断応力，せん断ひずみ，横
弾性係数の関係に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関係を理
解し，横弾性係数と縦弾性係数の違いを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを使って説
明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力とせん断ひ
ずみ，横弾性係数について理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(7)単元：摩擦と機械の効率
【知識・技能】
摩擦の性質や滑り摩擦と転がり摩擦を理
解し，摩擦の計算法を身に付けている。
機械の効率の概念と現状を理解する。
【思考・判断・表現】
摩擦が機械に及ぼす影響について探求
し，機械の効率が摩擦に左右されること
を表現する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦と機械の効率の関係に関心をもち，
摩擦を小さくする工夫や摩擦の利用につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　摩擦の性質や滑り摩擦と転がり
摩擦に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
摩擦の性質や滑り摩擦と転がり摩擦を理解し，摩擦
の計算法を身に付けている。機械の効率の概念と現
状を理解している。
【思考・判断・表現】
摩擦が機械に及ぼす影響について探求し，機械の効
率が摩擦に左右されることを表現する力を身に付け
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦と機械の効率の関係に関心をもち，摩擦を小さ
くするくふうや摩擦の利用について探究し，理解し
ようとしている。

○ ○ ○ 2

(8)単元：材料に加わる荷重
【知識・技能】
材料に加わる荷重を正しく分類すること
ができ，関連する用語を正しく理解して
いる。

【思考・判断・表現】
荷重を作用のしかたや加わる速さによっ
て分類する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な
実例とその現象を探究しようとする態度
を身に付けている。

・指導事項
　荷重を作用のしかたや加わる速
さに留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
材料に加わる荷重を正しく分類することができ，関
連する用語を正しく理解している。

【思考・判断・表現】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分類する
力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例とその
現象を探究しようとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

１
学
期



２
学
期

(11)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温
度差の関係を理解し，熱応力が材料の長
さや太さには無関係であることなどを理
解している。材料の熱による伸び・縮み
を計算し，熱応力を求められるようにな
る。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と
関連付けて熱応力を考える力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生す
るしくみを考察する。

・指導事項
　熱応力の原理に留意し、線膨張
係数と関連付けて熱応力を考えら
れるように指導する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(10)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温度差の関係
を理解し，熱応力が材料の長さや太さには無関係で
あることなどを理解している。材料の熱による伸
び・縮みを計算し，熱応力を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と関連付けて
熱応力を考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生するしくみを
考察しようとしている。

○ ○ ○ 1

(12)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意し、材料の機械的性質と
関連を持たせる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(11)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 4

(13)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解することができる。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(15)単元：座屈
【知識・技能】
柱に発生する座屈の原因を理解し，オイ
ラーの式，ランキンの式による長柱の設
計の概要を身に付ける。
【思考・判断・表現】
細長い部材（柱）に圧縮力が加わるとき
曲折して破壊する現象や原因を理解し，
座屈を防ぐ柱の形状を考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
柱に発生する座屈に関心をもち，原因や
対策について探究する。

・指導事項
　柱に発生する座屈の原因に留意
する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(14)単元：座屈
【知識・技能】
柱に発生する座屈の原因を理解し，オイラーの式，
ランキンの式による長柱の設計の概要を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
細長い部材（柱）に圧縮力が加わるとき曲折して破
壊する現象や原因を理解し，座屈を防ぐ柱の形状を
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
柱に発生する座屈に関心をもち，原因や対策につい
て探究しようとしている。

○ ○ ○ 1

(16)単元：安全・安心と設計
【知識・技能】
信頼性や安全性を高めるため，の知識や
設計法を理解し，それを活用できる基礎
的な力を身に付ける。
【思考・判断・表現】
安全な製品の製造をするために考察し、
身近な具体例を示して信頼性や安全性を
高める方法について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械の安全に関心をもち，安全で安心な
製品を設計する知識や設計法を理解し，
探究しようとしている。また，利用者に
配慮した設計の必要性を理解し，その方
法を探究する。

・指導事項
　高い信頼性・信頼度が重要であ
ることに着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(15)単元：安全・安心と設計
【知識・技能】
信頼性や安全性を高めるため，広い視野に立った幅
広い知識や設計法を理解し，それを製品設計に活用
できる基礎的な力を身に付けている。
【思考・判断・表現】
安全で安心な製品を設計するために，高い信頼性・
信頼度が重要であることを考えている。身近な具体
例を示して，信頼性や安全性を高める方法について
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械の安全に関心をもち，安全で安心な製品を設計
する知識や設計法を理解し，探究しようとしてい
る。また，利用者に配慮した設計の必要性を理解
し，その方法を探究しようとしている。

○ ○ ○ 2

(12)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 8

(14)単元：ねじり
【知識・技能】
　断面二次極モーメントと極断面係数の
概念を理解し，ねじりを受ける軸のせん
断応力やねじり応力，ねじれ角の計算が
できるようになる。
【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解
し，曲げの場合と同様に考える力を身に
付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力
が働くかを推測したり，軸に生じる応力
や変形について探究し，理解する。

・指導事項
　断面二次極モーメントと極断面
係数の概念に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
断面二次極モーメントと極断面係数の概念を理解
し，ねじりを受ける軸のせん断応力やねじり応力，
ねじれ角の計算ができる。

【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解し，曲げの場
合と同様に考える力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力が働くかを
推測したり，軸に生じる応力や変形について探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(17)単元：倫理観を踏まえた設計
【知識・技能】
　設計にたずさわる技術者には，高度な
倫理観とすぐれた知識や技術が求められ
ていることを理解して，その考えかたを
身に付ける。
【思考・判断・表現】
　製品が社会に及ぼす影響について，実
際に起きている事例を通して技術者倫理
の視点から考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
技術者が良心に基づいて設計・製作する
ことが技術者倫理であることを理解す
る。

・指導事項
　高度な倫理観とすぐれた知識や
技術が求められていることに留意
する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(16)単元：倫理観を踏まえた設計
【知識・技能】
　設計にたずさわる技術者には，高度な倫理観とす
ぐれた知識や技術が求められていることを理解し
て，その考えかたを身に付けている。
【思考・判断・表現】
　製品が社会に及ぼす影響について，実際に起きて
いる事例を通して技術者倫理の視点から考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
技術者が良心に基づいて設計・製作することが技術
者倫理であることを理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

(18)単元：環境に配慮した設計
【知識・技能】
実際の製品の中に活かされている環境負
荷への配慮やライフサイクル設計の考え
方を理解する。
【思考・判断・表現】
製品全体のライフサイクルを視野に入
れ，循環型社会，エネルギーの有効利
用，環境の保全を理解し，廃棄物を少な
くする設計について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
資源やエネルギーの有限性を正しく理解
し，環境への負荷を最小にする設計上の
知識や方法を探究し，理解する。

・指導事項
　循環型社会，エネルギーの有効
利用，環境の保全に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(17)単元：環境に配慮した設計
【知識・技能】
実際の製品の中に活かされている環境負荷への配慮
やライフサイクル設計の考えかたを理解している。
【思考・判断・表現】
製品全体のライフサイクルを視野に入れ，循環型社
会，エネルギーの有効利用，環境の保全を理解し，
廃棄物を少なくする設計について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
資源やエネルギーの有限性を正しく理解し，環境へ
の負荷を最小にする設計上の知識や方法を探究し，
理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

(19)単元：ねじの用途と種類
【知識・技能】
　ねじの基本・種類・用途を理解し，
リード，リード角，ピッチ，ねじの条数
の関係を理解する。
【思考・判断・表現】
ねじの山の特徴を理解し，用途に応じて
どのようなねじを使用したらよいかを判
断し，規格からねじを選択する力を身に
付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじに関心をもち，ねじの構造や種類・
用途について探究し，理解する。

・指導事項
　ねじの基本・種類・用途に留意
し、リード，リード角，ピッチ，
ねじの条数の関係に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(18)単元：ねじの用途と種類
【知識・技能】
　ねじの基本・種類・用途を理解し，リード，リー
ド角，ピッチ，ねじの条数の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
ねじの山の特徴を理解し，用途に応じてどのような
ねじを使用したらよいかを判断し，規格からねじを
選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじに関心をもち，ねじの構造や種類・用途につい
て探究し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(22)キー・スプライン
【知識・技能】
キーやスプラインの種類と用途を理解
し，軸の径に応じたキーの寸法をJIS規格
から選定することができるようになる。
【思考・判断・表現】
キーに加わる荷重の計算をもとに規格か
ら選択することができる。スプラインな
どの使用方法や用途を考える力を身に付
ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
第3章のせん断荷重との関わりを認識し，
軸に対応するキーなどの選定に関心を持
ち自分の言葉で表現する。

・指導事項
　キーやスプラインの種類と用途
に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

キー・スプライン
【知識・技能】
キーやスプラインの種類と用途を理解し，軸の径に
応じたキーの寸法をJIS規格から選定することができ
る。
【思考・判断・表現】
キーに加わる荷重の計算をもとに規格から選択する
ことができる。スプラインなどの使用方法や用途を
考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
第3章のせん断荷重との関わりを認識し，軸に対応す
るキーなどの選定に関心をもとうとしている。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

(20)単元：ねじに働く力と強さ
【知識・技能】
ねじの原理を理解し，ねじに働く力からボル
トの大きさの算出，適切なねじの選択がで
き，実際に使用するときの留意点を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
ねじの使用状況を判断して，ボルトの大きさ
を決めることができ，はめあい長さや緩み止
めについて考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじが受ける荷重や，ねじりを受けるねじの
強さに関心をもち，荷重に耐えるボルトの太
さについて理解しようとしている。

・指導事項
　実際に使用すること関連させ、
ねじの原理を理解させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(19)単元：ねじに働く力と強さ
【知識・技能】
ねじの原理を理解し，ねじに働く力からボルトの大
きさの算出，適切なねじの選択ができ，実際に使用
するときの留意点を身に付けている。
【思考・判断・表現】
ねじの使用状況を判断して，ボルトの大きさを決め
ることができ，はめあい長さや緩み止めについて考
える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじが受ける荷重や，ねじりを受けるねじの強さに
関心をもち，荷重に耐えるボルトの太さについて理
解しようとしている。

○ ○ ○ 3

(21)単元：軸
【知識・技能】
軸に作用する動力，ねじり，曲げを考察
し，適切な方法で軸の直径を求め，規格
から軸を選択できる知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
軸設計上の留意事項を踏まえ，軸が受け
る荷重や断面形状を考慮して軸径の求め
かたを考える力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸の種類と特徴を認識し，軸に働く力，
軸の変形，強度・剛性などを理解する。

・指導事項
　軸に作用する動力，ねじり，曲
げに留意し、軸に働く力，軸の変
形，強度・剛性に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(20)単元：軸
【知識・技能】
軸に作用する動力，ねじり，曲げを考察し，適切な
方法で軸の直径を求め，規格から軸を選択できる知
識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
軸設計上の留意事項を踏まえ，軸が受ける荷重や断
面形状を考慮して軸径の求めかたを考える力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸の種類と特徴を認識し，軸に働く力，軸の変形，
強度・剛性などを理解しようとしている。

○ ○ ○ 2



３
学
期

(23)軸継手
【知識・技能】
軸継手の役目・種類・特徴を理解し,フラ
ンジ形たわみ軸継手の寸法を計算で求
め，規格から選択できるようになる。
【思考・判断・表現】
軸継手の必要性と軸を一直線に保つため
のくふうを考察できる。軸継手の用途と
伝達する力を考え，大きさを規格から選
択する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸継手やクラッチに関心をもち，その役
目や種類・特徴を探究し，理解する。

・指導事項
　軸継手の役目・種類・特徴に留
意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(22)軸継手
【知識・技能】
軸継手の役目・種類・特徴を理解し,フランジ形たわ
み軸継手の寸法を計算で求め，規格から選択でき
る。
【思考・判断・表現】
軸継手の必要性と軸を一直線に保つためのくふうを
考察できる。軸継手の用途と伝達する力を考え，大
きさを規格から選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸継手やクラッチに関心をもち，その役目や種類・
特徴を探究し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

(24)単元：軸受の種類
【知識・技能】
軸受の特徴を理解し，分類することがで
きるようになる。

【思考・判断・表現】
用途を考えてどのような軸受を使用した
らよいかを判断する力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸受に関心をもち，その分類・特徴につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　軸受の特徴に留意し、使用用途
に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(23)単元：軸受の種類
【知識・技能】
軸受の特徴を理解し，分類することができる。

【思考・判断・表現】
用途を考えてどのような軸受を使用したらよいかを
判断する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸受に関心をもち，その分類・特徴について探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(25)単元：滑り軸受
【知識・技能】
滑り軸受の役目・種類・構造・特徴を理解
し，軸受の大きさを選択する方法や適切な材
質を選ぶための知識を身に付け，ラジアル軸
受のジャーナルを計算で求めることができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
滑り軸受の種類・構造・特徴や設計法につい
て考察する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
滑り軸受に関心をもち，その役目・種類・構
造・特徴や重要性を認識し，設計のしかたに
ついて探究し，理解する。

・指導事項
　滑り軸受の役目・種類・構造・
特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(24)単元：滑り軸受
【知識・技能】
滑り軸受の役目・種類・構造・特徴を理解し，軸受
の大きさを選択する方法や適切な材質を選ぶための
知識を身に付け，ラジアル軸受のジャーナルを計算
で求めることができる。
【思考・判断・表現】
滑り軸受の種類・構造・特徴や設計法について考察
する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
滑り軸受に関心をもち，その役目・種類・構造・特
徴や重要性を認識し，設計のしかたについて探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(26)単元：転がり軸受
【知識・技能】
転がり軸受の役目・種類・構造・特徴や
設計法を理解し，使用条件に基づいて転
がり軸受を計算で求めることができるよ
うになる。
【思考・判断・表現】
転がり軸受の種類・構造・特徴や設計法
について考察でき，規格から選択する力
を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
転がり軸受に関心をもち，その役目・種
類・構造・特徴や重要性を認識し，設計
のしかたについて探究し，理解する。

・指導事項
　転がり軸受の役目・種類・構
造・特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(28)単元：密封装置
【知識・技能】
密封装置の役目・種類・構造・特徴や，
密封装置の必要性を理解する。
【思考・判断・表現】
軸と軸受の状況や密封の目的を判断し
て，適切な種類・構造の密封装置を考え
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
密封装置の種類と特徴，重要性を認識
し，理解する。

・指導事項
　密封装置の役目・種類・構造・
特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(27)単元：密封装置
【知識・技能】
密封装置の役目・種類・構造・特徴や，密封装置の
必要性を理解している。
【思考・判断・表現】
軸と軸受の状況や密封の目的を判断して，適切な種
類・構造の密封装置を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
密封装置の種類と特徴，重要性を認識し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 1

定期考査

○ ○

1

合計

70

(25)単元：転がり軸受
【知識・技能】
転がり軸受の役目・種類・構造・特徴や設計法を理
解し，使用条件に基づいて転がり軸受を計算で求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
転がり軸受の種類・構造・特徴や設計法について考
察でき，規格から選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
転がり軸受に関心をもち，その役目・種類・構造・
特徴や重要性を認識し，設計のしかたについて探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(27)単元：潤滑
【知識・技能】
潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴や油溝に
ついて理解し，潤滑剤を特質に応じて使
い分けができる知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
潤滑の目的によってどのような潤滑法・
潤滑剤がよいかを考察する力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
潤滑の重要性を認識し，いろいろな潤滑
法を理解する。

・指導事項
　潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴
や油溝に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(26)単元：潤滑
【知識・技能】
潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴や油溝について理解
し，潤滑剤を特質に応じて使い分けができる知識を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
潤滑の目的によってどのような潤滑法・潤滑剤がよ
いかを考察する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
潤滑の重要性を認識し，いろいろな潤滑法を理解し
ようとしている。

○ ○ ○ 1



令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

実教出版　生産技術

工　　業

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

生産技術

工　　業 生産技術
工　　業 生産技術 2

（２組：内田　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

1

(3)単元：第１章　直流回路　２、オーム
の法則
・オームの法則、電圧降下、電池の内部
抵抗を用いた回路計算について理解させ
る。
・抵抗の接続とキルヒホッフの法則を用
いた回路計算等について理解させる。

・指導事項
　①オームの法則を活用できるようにす
る。
　②電圧降下の意味を正しく理解させ
る。
　③電池の中に抵抗があることを理解さ
せる。
　④直流回路の計算に習熟し、オームの
法則が十分利用できるようにする。
　⑤キルヒホッフの法則を用いて、電気
回路に流れる電流の大きさを求めること
ができる。
・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　生産技術について自動化やネットワーク化を
踏まえて理解するとともに、関連する技術を身
に付けるようにする。

　生産技術に関する課題を発見し、技術者とし
て科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応
し解決する力を養う。

　人と機械が協調して生産性を改善する力の向
上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識・技能】
・オームの法則、キルヒホッフの第１法則および第
２法則を用いて回路計算を行うことができる。

【思考・判断・表現】
・キルヒホッフの第１法則ΣI =0を、支流１，２の
水量の和が本流になるというたとえで考察し、的確
な表現力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・オームの法則、電圧降下などに関心をもって、意
欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 11

(4)単元：第１章　直流回路　３、抵抗の
性質
・抵抗率とは何か、温度による抵抗の変
化について理解させる。

・指導事項
　①抵抗率の意味を正しく理解させる。
　②温度によって、抵抗器の抵抗値が変
化することを理解させる。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・オームの法則を確認する測定回路で、抵抗値を一
定にし、電圧を変化したとき電流の値を読み取る技
能を習得している。

【思考・判断・表現】
・電気抵抗の変化を利用した温度計について、白金
抵抗線をホイートストンブリッジの一部に使用し、
ブリッジの働きから温度測定ができることを考察
し、的確な表現力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・抵抗の直列接続と並列接続などに関心をもって、
意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 3

１
学
期

(1)単元：生産技術を学ぶにあたって
・工業技術の発達と工業と社会のかかわ
りで生産技術の発展を理解させる。
・国際化への対応とものづくりの技術倫
理で企業の社会的責任と技術者としての
心得を理解させる。
・地球環境問題と生産で循環型生産シス
テムを考えさせる。

・指導事項
　①「生産技術」を学ぶにあたっての１
～５について理解させる。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・少種多量生産から多種少量生産や変種変量生産へ
と移行していることを理解できる。

【思考・判断・表現】
・地球環境問題と生産の考え方を「自動車における
循環型産業システム」（教p14）を例に考察し、説明
できる能力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生産システム技術の発達や工業技術の発展と社会
との関係などに関心をもって、意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 1

(2)単元：第１章　直流回路　１、電気回
路
・直流と交流の違いを理解させ、起電
力・電位差・電圧を正しく取り扱えるよ
うにする。

・指導事項
　①直流と交流の違いを明確にさせる。
　②起電力・電位差・電圧を正しく取り
扱えるようにする。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・電流の向きと自由電子の向きの関係、電流と電荷
の関係、電源・負荷・起電力などの用語に関する知
識が身に付いている。

【思考・判断・表現】
・電位・電位差・電圧・電流を水そうの水位・水位
差・水圧・水流と対比させて考察し、的確な表現力
を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・直流と交流とはどのような差異があるのか関心を
もって、意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣
である。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

(５)単元：第１章　直流回路　４電力と
電流の熱作用
・ジュール熱とは何か、電力および電力
量、許容電流について理解させる。

・指導事項
　①電力、電力量の計算ができるように
する。
　②ジュール熱について理解させる。
　③許容電流について理解させる。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・ジュールの法則、電力と電力量について理解でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電力と電力量などに関心をもって、意欲的に学習
に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ 4

(６)単元：第１章　直流回路　５電流の
化学作用と電池
・化学反応およびイオンのふるまいにつ
いて理解させ、鉛蓄電池、太陽電池、燃
料電池について理解させる。

・指導事項
　①化学反応、イオンのふるまいについ
て正しく理解させる。
　②鉛蓄電池、太陽電池に重点を置く。
　③電気自動車に使う電池を理解させ
る。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・電気分解によって析出する物質の量に関するファ
ラデーの法則を使うことができる。

【思考・判断・表現】
・地球環境問題の考え方を「太陽電池」「燃料電
池」と関連付けて考察し、的確に表現力を身に付け
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電気分解、一次電池と二次電池、太陽電池や燃料
電池などに関心をもって、意欲的に学習に取り組
み、学習態度は真剣である。

○ ○ 4

(７)単元：第２章　磁気と静電気　１電
流と磁気
・磁気について正しく理解させ、磁気に
関するクーロンの法則を用いて計算でき
るようにする。
・アンペア右ねじの法則について理解さ
せる。

・指導事項
　①磁気について正しく理解させる。
　②クーロンの法則を用いて計算ができ
るようにする。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・磁気に関するクーロンの法則を理解し、計算に
よって磁力の強さを求めることができる。

【思考・判断・表現】
・地球の北極にS極があり、南極にN極があるため、
磁針は南北を指し、その地磁気があるため磁針の伏
角が現れることを考察し、的確な表現力を身に付け
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・磁気に関するクーロンの法則などに関心をもっ
て、意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣であ

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○ 1

(８)単元：第２章　磁気と静電気　２磁
気作用の応用
・電流による磁界の発生、磁界中の電流
に働く力の大きさと向きについて理解さ
せ、直流電動機および直流発電機の原理
を理解させる。

・指導事項
　①電流による磁界の発生を理解させ
る。
　②磁界中の電流に働く力の方向と大き
さを理解させる。
　③直流電動機の原理を理解させる。
　④誘導起電力の向きを理解させ、その
大きさを求めることができるようにす
る。
　⑤直流発電機の原理を理解させる。

【知識・技能】
・フレミングの左手の法則、右手の法則が理解で
き、直流電動機・直流発電機の原理を説明すること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・フレミングの左手（右手）の法則、誘導起電力に
関するファラデーの法則などに関心をもって、意欲
的に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ 7

(９)単元：第２章　磁気と静電気　３静
電気
・静電気と静電力について理解させ、静
電気に関するクーロンの法則を用いて計
算ができるようにする。
・コンデンサの構造および機能について
理解させる。
・電荷、電圧、静電容量に関わる計算が
できるようにする。

・指導事項
　①静電気と静電力について理解させ
る。
　②クーロンの法則を用いて計算ができ
るようにする。
　③コンデンサの構造および機能につい
て理解させる。
　④電荷、電圧、静電容量に関わる計算
ができるようにする。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・静電気に関するクーロンの法則を理解し、計算に
よって静電力を求めることができる。
・コンデンサにかかわるQ、V、Cの関係を理解でき
る。

【思考・判断・表現】
・雷の発生は、静電気の放電現象であり、避雷針に
よって落雷を防止できることについて考察し、説明
する能力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・静電気に関するクーロンの法則などに関心をもっ
て、意欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣であ

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○ 1



4

(１２)単元：第３章　交流回路　３交流
電力
・交流回路における電力としての皮相、
有効、無効電力をそれぞれの単位ととも
に理解させ、計算できるようにする。
・力率について改善を含め理解させる。

・指導事項
　①交流回路における電力としての皮
相、有効、無効電力をそれぞれの単位と
ともに理解させ、計算できるようにす
る。
　②力率の改善について理解させる。
　③単相誘導電動機の原理を理解させ
る。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・交流回路の有効電力・皮相電力・無効電力・力率
について理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
交流電力と力率などに関心をもち学習に取り組み、
学習態度は真剣である。 ○ ○ 3

3

(１０)単元：第３章　交流回路　１交流
の取り扱い
・周期、周波数、位相、瞬時値、実効値
について理解させ、Ｒ，Ｌ，Ｃの単独回
路における電圧、電流、インピーダンス
に関する計算ができるようにする。

・指導事項
　①周期、周波数、位相、実効値、平均
値などについて正しく理解させる。
　②Ｒ，Ｌ，Ｃの単独回路における電
圧、電流、インピーダンスの関係を理解
させ、計算できるようにする。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・抵抗・コイル・コンデンサに流れる交流につい
て、位相関係を理解し、ベクトル表示することがで
きる。

【思考・判断・表現】
・磁界中でコイルを回転させると、コイル中に正弦
波交流起電力が発生することを、図を描いて考察
し、的確な表現力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・正弦波交流について、周期と周波数、実効値と平
均値などに関心をもち、交流回路におけるオームの
法則を用いて回路の計算ができるようになるよう努
める。

○ ○ ○ 4

(１１)単元：第３章　交流回路　２交流
回路
・ＲＬＣ直列回路のインピーダンス、電
流、電圧および位相差の関係を理解さ
せ、計算できるようにする。

・指導事項
　①ＲＬＣ直列回路のインピーダンス、
電流、電圧および位相差の関係を理解さ
せ、計算できるようにする。
　②共振回路について理解させる。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・RL・RC・RLC直列回路のインピーダンスおよび電流
に対する電圧の位相角の表し方が理解できる。

【思考・判断・表現】
・誘導性リアクタンスおよび容量性リアクタンスの
周波数特性を図を描いて考察し、的確な表現力を身
に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・複素平面と交流回路（p.97,98）に関心をもち、複
素数を用いた回路の計算ができるように努める。

○ ○ ○

1

合計

70

(１４)単元：第３章　交流回路　５回転
磁界と三相誘導電動機
・回転磁界と三相誘導電動機の原理を理
解させる。

・指導事項
　①回転磁界の原理を理解させる。
　②三相誘導電動機の原理と構造を理解
させる。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・単相誘導電動機および三相誘導電動機の回転原理
について理解できる。
・三相誘導電動機について、構造、回転子巻線に発
生する誘導起電力、等価回路、速度特性、トルク特
性、始動法の技能を習得している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・火力・原子力・水力その他の発電方式に関心をも
ち、単相２線式、単相３線式、三相３線式および受
電設備の学習に意欲的に取り組む。

○ ○ 2

(１５)単元：第３章　交流回路　６電気
設備
・発電の方式、種類、送電方式、変圧器
の原理を理解させ、配電方式の特徴、受
電設備の役割を理解させる。
・電動機の種類と選択方法、電熱設備の
原理と種類、照明装置、屋内配線用図記
号と単線図・複線図、電気通信の種類な
どについて理解させる。
・法律や資格によって安全を確保いてい
ること、事故の種類と安全策、特殊な場
所で使用する機器の安全策について理解
させる。

・指導事項
　①発電の方式、種類、送電方式を理解
させる。
　②配電方式と特徴を理解させる。
　③生産工場における電動機、電熱設
備、照明設備の種類や用途について理解
させる。
　④法律や資格で安全を確保しているこ
とを理解させる。
　⑤事故の種類と安全策を理解させる。
　⑥特殊な場所で使用する機器の安全策
を理解させる。

【知識・技能】
・電熱設備と照明設備の代表的な例について理解で
きる。
・電気設備使用上の安全確保についての知識が身に
ついている。
・電圧の種別、低圧・高圧・特別高圧について、電
気設備技術基準を調べ、実際の仕事を適切に処理す
る技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・電気設備を使用する際の安全確保について、漏電
事故・短絡事故・感電事故・静電気事故などの防止
対策を考察し、的確な表現力を身に付けている。

○ ○ ○ 3

定期考査

○ ○

３
学
期

(１３)単元：第３章　交流回路　４三相
交流
・三相交流の結線方法を理解させ、三相
交流の電圧、電流の計算ができるように
する。

・指導事項
　①三相交流の結線方法を理解させ、三
相交流の電圧、電流の計算ができるよう
にする。
　②三相交流電力の計算ができるように
する。

・教材
　実教出版「工業755生産技術」
　実教出版「生産技術　演習ノート」
　タブレット端末

【知識・技能】
・交流回路の有効電力・皮相電力・無効電力・力率
について理解できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
Ｙ結線と△結線などに関心をもち、三相交流電力を
計算で求められるよう努め、以上の内容について意
欲的に学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 2 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業 デザイン実践
工業 デザイン実践 3

（２組：川口　山崎　）

1

C 単元：デザインの領域２
【知識及び技能】
　デザインの領域について知識を身
に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　環境デザイン
　ユニバーサルデザイン
　サスティナブルデザイン
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用　等
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

デザイン実践について、工業におけるデザイン
の必要性や重要性を理解し、自己の知識をカタ
チにする技術を身に付けるようにする。

デザイン実践について、科学的な根拠と倫理観
を踏まえた観察と表示、表現の技法、平面構成
等を合理的かつ創造的に解決する力を養う。

デザイン実践を工業技術として活用する力の向
上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

デザイン実践・製図
工業 工業の各分野（デザイン）に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、

技術革新に主体的に対応できる能力と態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】工業におけるデザインについて基礎的な知識を理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

工業におけるデザインにおいて観察と表示、表現の技法、平面構成等を合理的かつ創造的に解決する力を養う。

工業におけるデザインに関する基礎的な知識・技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に対応できる能力と態度を養
う。

デザイン実践
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 6

D 単元：工業製品の企画と計画
【知識及び技能】
　工業製品の企画と計画ついて知識
を身に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　マーケティングについて
　デザインにおける調査
　調査情報の解読と思考法
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 12

１
学
期

A 単元：工業とデザイン
【知識及び技能】
　デザインの始まりから現代までの
流れの知識を身に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　デザインの始まり
　UDとSDに向けて
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 5

B 単元：デザインの領域１
【知識及び技能】
　デザインの領域について知識を身
に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　ビジュアルデザイン（伝える）
　プロダクトデザイン
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

E 単元：ニーズとデザイン
【知識及び技能】
　ニーズとデザインついて知識を身
に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　ニーズについて
　組織と進行管理
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 12

F 単元：デザインと創造活動
【知識及び技能】
　造形活動とデザインついて知識を
身に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　造形の計画
　デザイナーに求められる力
　デザインと創造
　観察と表示
　製図(図面の表し方）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 12

定期考査

H 単元：プロダクトデザイン１
【【知識及び技能】
　プロダクトデザインついて知識を
身に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　プロダクトデザインについて
　インダストリアルデザイン
　製図(CAD製図）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

G 単元：ビジュアルデザイン
【【知識及び技能】
　ビジュアルデザインついて知識を
身に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　グラフィックデザイン
　パッケージデザイン
　情報とデザイン
　製図(CAD製図）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 15

３
学
期

I 単元：プロダクトデザイン２
【【知識及び技能】
　工芸品のデザインついて知識を身
に付けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　工芸品のデザイン
　素材と加工技術
　製図(CAD製図）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 12

J 単元：環境デザイン
【【知識及び技能】
　環境デザインついて知識を身に付
けるようにする
【思考力、判断力、表現力等】
　科学的な根拠や倫理観を持って思
考し判断・表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　得た知識をさらに発展し学びに向
かう力としている。

・指導事項
　環境デザイン
　住宅間のデザイン
　都市空間のデザイン
　製図(CAD製図）
・教材
　教科書等
・一人１台端末の活用
　プレゼンテーションの投影
　課題の提示・提出

【知識・技能】
　各分野における用語や手法を身に付けよう
としているか
【思考・判断・表現】
　デザイン作品や作例などを科学的な根拠と
倫理観をもって観察や表現をしているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　工業におけるデザインについて自ら学び、
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組んで
いるか

○ ○ ○ 6

定期考査

○ ○

1

合計

105



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 2 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業技術基礎・機械実習１・機械実習２（実教出版）・自校作成プリント

工業
 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、機械現象を量的に扱うことに必要な資質・
能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 　工業に関する諸事象の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

　課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき判断し表現する力を身に付け、工業技術の発展に対応し解決する能力を養う。

　諸現象に関心をもち、自ら学び、工業の発展に主体的かつ協動的に取り組む態度を養う。

課題研究
　工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図ると
ともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てることを目標とする。

工業 課題研究
工業 課題研究 3

（　２組：山崎　中村　早津　内田　）

１
学
期

A オリエンテーション
【知識及び技能】
・研究の趣旨を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・研究の過程を構成する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に取り組組む。

・指導事項
　「課題研究」の授業について
　理解させる。
・教材
　独自教材
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

【知識・技能】
・理解しているか。
【思考・判断・表現】
・年間を通した流れを把握しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に取り組んだか。

○ ○ ○ 3

B　植物栽培研究について
　 子供の遊器具研究について
　 制御ロボット研究について
　 ＰCによるゲーム研究について
　 自動車構造研究について

【知識及び技能】
・研究及び課題については、一定
　の解決が出来ようになる。
・調査・実験・研究では、調査方
　法、実験方法、研究方法が身に
　付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・計画について、常に検証し、
　よりよい方法を探る努力をする。
・収集した情報を正しく精査し判
　断材料として活用できるように
　なる。
・課題解決の内容を分かりやすく
　まとめ、発表する力をつける。
【学びに向かう力、人間性等】
・課題研究の内容について理解し、
　課題研究に関心を持ち、自ら進ん
　で課題解決取り組む。
・授業で当初の計画通りに課題解決
　に向けた努力を主体的に積極的に取
　り組む。

【知識及び技能】
　実習で学習したことを理解し、その
　知識を作業の中に取り入れながら実
　施できようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しながら
　効率的に作業を進めることが出来
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題研究の授業内容について理解
　し、課題研究に関心を持ち、自ら
　進んで課題解決しようとする力を
　身に付けさせる。

〇植物栽培研究
①植物栽培の基礎について理解
　させる。
〇子供の遊器具研究について
①設計及びデザイン図面化する
　練習をさせる。
〇制御ロボット研究
①設計及びデザイン図面化する
　練習をさせる。
〇ＰＣによるゲーム研究について
①デザインを図形化してアプリ
　ケーションソフトの操作がで
　きるようにさせる。
〇自動車構造研究について
①自動車の構造を理解させる。

【知識・技能】
・研究内容及び課題については、一定の
　解決が得られたか。
・調査・実験・研究では、調査方法、実
　験方法、研究方法が身に付いたか。
　
【思考・判断・表現】
・計画について、常に検証し、よりよい
　方法を探る努力をしているか。
・収集した情報を正しく精査し判断材料
　としているか。
・課題解決の内容を分かりやすくまとめ、
　発表できているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
・課題研究の授業内容について理解し、
　課題研究に関心を持ち、自ら進んで
　課題解決しようとしているか。
・授業で当初の計画通りに課題解決に
　向けた努力を主体的に積極的にして
　いるか。

○ ○ ○ 33

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
・研究内容については、一定の理解と知識が
　得られたか。
・調査・実験・研究では、調査方法、実験方
　法、研究方法が身に付けることができたか。

・計画について、常に検証し、効果的な方法を探
　る努力をしているか。
・収集した情報を正しく整理し判断材料として
　いるか。
・研究内容を分かりやすくまとめ、発表できて
　いるか。

・研究内容について理解し、実習に関心を持ち、自ら
　進んで課題解決しようとしているか。
　　また、期限までに報告書の提出が出来ているか。
　発表のプレゼン資料が出来ているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数



２
学
期

【知識及び技能】
　研究テーマに沿った内容を理解し、
　その知識を作業の中に取り入れなが
　ら実施できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しながら
　効率的に作業を進めることが出来
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して課題研究に取り組
　む。期限までにレポート提出が出
　来る。

【知識及び技能】
　研究テーマに沿った内容を理解し、
　その知識を作業の中に取り入れなが
　ら実施できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しながら
　効率的に作業を進めることが出来
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して課題研究に取り組

　む。パネル発表が出来る。

〇植物栽培研究について
①植物栽培の基礎を学んだ上で
　栽培容器の設計をさせる。
〇子供の遊器具研究について
①自ら設計及びデザイン図を
　ＣＡＤソフトを用いて作成
　させる。
〇制御ロボット研究
①制御の仕組みや構造を理解
　し、試作と実験をさせる。
〇ＰＣによるゲーム研究に
　ついて
①アプリケーションソフトを
　用いて図形の作画と動作プロ
　グラムを構築させる。
〇自動車構造研究について
①アプリケーションソフトを
　用いて設計と製図をさせる。

【知識・技能】
・研究内容及び課題については、一定の
　解決が得られたか。
・調査・実験・研究では、調査方法、実
　験方法、研究方法が身に付いたか。
　
【思考・判断・表現】
・計画について、常に検証し、よりよい
　方法を探る努力をしているか。
・収集した情報を正しく精査し判断材
　料としているか。
・課題解決の内容を分かりやすくまとめ、
　発表できているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
・課題研究の授業内容について理解し、
　課題研究に関心を持ち、自ら進んで
　課題解決しようとしているか。
・授業で当初の計画通りに課題解決
　に向けた努力を主体的に積極的にし
　ているか。

〇 〇 〇 42

３
学
期

【知識及び技能】
　研究テーマに沿った内容を理解し、
　その知識を作業の中に取り入れなが
　ら実施できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しながら
　効率的に作業を進めることが出来
　る。

【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して課題研究に取り組
　む。パネル発表が出来る。

〇植物栽培研究
・調査をして推論した理論値と実際
　に出た結果を比較して考察させる。

〇子供の遊器具研究
・実際に製作した器具が安全に扱い
　出来るか検証させる。また不具合
　がある場合改善させる。
〇制御ロボット研究
・製作したロボットのプログラミング
　を改善して安全に動く物にさせる。
〇PCによるゲーム研究
・プログラムを起動して改善と修正を
　させる。
〇自動車構造研究
・実際に製作した車両が安全に運転
　制動できるか確認させ、改善
　させる。

　発表会が実施できるようにさせる。

【知識・技能】
  研究内容を理解できているか。また、その
  知識を作業の中に取り入れながら実施でき
  ているか。

【思考・判断・表現】
　自ら思考して結果を予測しながら効率的に
  作業を進めることが出来ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
 研究テーマを安全に配慮して作業等を集中で
 きているか。
 各研究内容を把握できているか。
 発表会ができるように研究内容をまとめ
 させる。

〇 〇 〇

27

合計

105



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 2 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

【知識及び技能】
　実習で学習したことを理解し
　その知識を作業の中に取り入
　れながら実施できるか。

【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しな
　がら効率的に作業を進めるこ
　とが出来るか。

【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して実習に取り組
　む。期限までにレポート提出
　が出来るか。

【知識・技能】
　実習で学習したことを理解できてい
　るか。また、その知識を作業の中に
　取り入れながら実施できているか。

【思考・判断・表現】
　自ら思考して結果を予測しながら効
　率的に作業を進めることが出来てい
　るか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　安全に配慮して作業に集中できてい
　るか。
　加工の状態を把握できているか。
　期限までにレポート提出が出来てい
　るか。

〇 〇 〇
16

合計
140

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 1

２
学
期

【知識及び技能】
　実習で学習したことを理解し
　その知識を作業の中に取り入
　れながら実施できるか。

【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しな
　がら効率的に作業を進めるこ
　とが出来るか。

【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して実習に取り組
　む。期限までにレポート提出
　が出来るか。

【知識・技能】
　実習で学習したことを理解できてい
　るか。また、その知識を作業の中に
　取り入れながら実施できているか。

【思考・判断・表現】
　自ら思考して結果を予測しながら効
　率的に作業を進めることが出来てい
　るか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　安全に配慮して作業に集中できてい
　るか。
　加工の状態を把握できているか。
　期限までにレポート提出が出来てい
　るか。

〇 〇 〇 60

実習
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・課題については、一定の理解が得られたか。
・調査・実験・研究では、調査方法、実験
　方法、研究方法が身に付いたか。

・計画について、常に検証し、よりよい方法
　を探る努力をしているか。
・収集した情報を正しく精査し判断材料と
　しているか。
・実習の内容を分かりやすくまとめ、発表
　できているか。

・実習の授業内容について理解し、実習に
　関心を持ち、自ら進んで課題解決しよう
　としているか。また、期限までにレポート
　提出が出来ているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
・実習に向けての心構えや意義
　必要性を励行できているか。
・実習で行う内容などについて
　理解することが出来ているか。
・実習で必要な物品・器具の
　管理保管ができているか。

・実習指導書及び実習用具等の配
　布、実習上の注意を理解させる。
・実習では、２学年までの知識と技術
　を生かして創意工夫を行い、能動的
　に授業に取り組ませる。
・実験では、週ごとのテーマと内容
　を理解して積極的に取り組ませる。
・年間を通して協働作業を励行させ
　る。

・実習に向けての心構えや意義必要性を
　励行できている。
・実習で行う内容などについて理解する
　ことが出来ている。
・実習で必要な物品・器具の管理保管が
　できている。

○ ○ ○ 3

【知識及び技能】
　実習で学習したことを理解し
　その知識を作業の中に取り入
　れながら実施できるか。

【思考力、判断力、表現力等】
　自ら思考して結果を予測しな
　がら効率的に作業を進めるこ
　とが出来るか。

【学びに向かう力、人間性等】
　班員と協力して実習に取り組
　む。期限までにレポート提出
　が出来るか。

〇旋盤・フライス実習
①切削工具の取り付けが正しく
　でき、安全に配慮して機械の
　操作を修得させる。
②基本的な切削理論を理解し、
　各種材料の特性に合わせて
　切削条件を算出させる。
③０点合わせが正確にでき、切
　込みが正確にさせる。
④切削の状態を正確に把握で
　き、目的の形状、寸法まで
　正確に到達させる。
⑤金属の表面処理の方法と手順を
　学び丁寧かつ正確に作業させる。
〇制御実習
①BLE(ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ）の使い方を
　理解させる。
②スマホやタブレットからBLE
　でマイコンボードにデータ
　を送るプログラムを理解さ
　せる。
③DCモーターの遠隔操作(BLE)
　を理解させる。
④BLT通信で、マイコンボード
　に繋がれたモーターの正転・
　反転する制御の原理を理解さ
　せる。
⑤サーボモータの遠隔操作(BLE)
　を理解させる。
⑥BLT通信で、マイコンボードに
　繋がれたサーボモーターの正
　転・反転する制御の原理を理解
　させる。
⑦BLEで車両ラジコンの製作する。
⑧BLEで遠隔操作できる車両を製
　作する。また、その原理とプ
　ログラムを学ばせる。
⑨サーボモーターの製作する。
⑩PID制御を活用したサーボモー
　ターを製作し、その原理とプ
　ログラムを学ばせる。
⑪倒立振子の製作する。
⑫ジャイロセンサーとPID制御を
　活用した倒立振子を製作し、
　その原理とプログラムを学ば
　せる。
〇電気計測実習
①グラフの読み書きを修得させる。
②基本的な比例・反比例のグラフの
　書き方を修得させる。
③電気計測機器の取り扱いを
　理解させる。
④直流電圧計、直流電流計の各部の
　名称を知り、取扱い方、つなぎ方
　の基本的な使用方法を学ぶ。
⑤オームの法則の実験を理解させる。
⑥電圧V電流I抵抗Rに関する『オーム
　の法則』を確かめる。
⑦ダイオードの静特性測定を理解させる。
⑧各種ダイオードの静特性を測定し、
　その働きを調べる。
⑨トランジスタの静特性を理解させる。
⑩npnトランジスタ2SC1815のエミッタ
　接地における出力特性をしらべ、
　トランジスタの取り扱いに習熟さ
　せる。

【知識・技能】
　実習で学習したことを理解できてい
　るか。また、その知識を作業の中に
　取り入れながら実施できているか。

【思考・判断・表現】
　自ら思考して結果を予測しながら効
　率的に作業を進めることが出来てい
　るか。

【主体的に学習に取り組む態度】
　安全に配慮して作業に集中できてい
　るか。
　加工の状態を把握できているか。
　期限までにレポート提出が出来てい
　るか。

○ ○ ○

60

○ ○

工業 実習
工業 実習 4

（　２組：中村　山崎　内田　）
工業技術基礎・機械実習１・機械実習２（実教出版）・自校作成プリント

工業 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、機械現象を量的に扱うことに必
要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 　工業に関する諸事象の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

　課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき判断し表現する力を身に付け、工業技術の発展に対応し解決する能力を養う。

　諸現象に関心をもち、自ら学び、工業の発展に主体的かつ協動的に取り組む態度を養う。



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○ 4

１
学
期

(1)単元：仕事と動力
【知識・技能】
　仕事の定義，道具や機械の仕事の原
理，仕事のもとになるエネルギー，仕事
の時間に対する割合である動力について
理解する。
【思考・判断・表現】
　エネルギーと仕事，動力の表しかた・
計算法を理解し，それらの関係を理解す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　てこ・輪軸・滑車・斜面の具体例を踏
まえて，仕事の原理を理解する。

・指導事項
　エネルギーと仕事・動力を関連
付けて扱う。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
運動の法則や運動量に関する基礎知識を理解し，運
動する物体と力の関係を計算で示す能力を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
運動と力の関係を運動の法則を使って探究し，計算
過程を説明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の種類や法則に関心をもち，物理との関連に留
意しながら運動の三法則を理解しようとしている。

○ ○ ○ 3

(2)単元：摩擦と機械の効率
【知識・技能】
摩擦の性質や滑り摩擦と転がり摩擦を理
解し，摩擦の計算法を身に付けている。
機械の効率の概念と現状を理解する。
【思考・判断・表現】
摩擦が機械に及ぼす影響について探求
し，機械の効率が摩擦に左右されること
を表現する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦と機械の効率の関係に関心をもち，
摩擦を小さくする工夫や摩擦の利用につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　摩擦の性質や滑り摩擦と転がり
摩擦に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
摩擦の性質や滑り摩擦と転がり摩擦を理解し，摩擦
の計算法を身に付けている。機械の効率の概念と現
状を理解している。
【思考・判断・表現】
摩擦が機械に及ぼす影響について探求し，機械の効
率が摩擦に左右されることを表現する力を身に付け
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
摩擦と機械の効率の関係に関心をもち，摩擦を小さ
くするくふうや摩擦の利用について探究し，理解し
ようとしている。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

(3)単元材料に加わる荷重
【知識・技能】
材料に加わる荷重を正しく分類することがで
き，関連する用語を正しく理解している。

【思考・判断・表現】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分
類する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例
とその現象を探究しようとする態度を身に付
けている。

・指導事項
　荷重を作用のしかたや加わる速
さに留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
材料に加わる荷重を正しく分類することができ，関
連する用語を正しく理解している。

【思考・判断・表現】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分類する
力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例とその
現象を探究しようとする態度を身に付けている。

○ ○ ○ 1

(4)単元：引張・圧縮荷重
【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひ
ずみ，縦弾性係数の関係，応力-ひずみ線
図を理解する。
【思考・判断・表現】
応力－ひずみ線図，荷重－変形線図，弾
性限度・比例限度・降伏点・耐力・引張
強さなどの説明ができ，応力とひずみの
関係を計算により表現する力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違
いを理解し，応力とひずみの関係を知ろ
うとする意欲があり，縦弾性係数を理解
する。

・指導事項
　応力，ひずみ，縦弾性係数の関
係に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
応力を適切な単位で表現でき，応力，ひずみ，縦弾
性係数の関係，応力-ひずみ線図を理解している。
【思考・判断・表現】
応力－ひずみ線図，荷重－変形線図，弾性限度・比
例限度・降伏点・耐力・引張強さなどの説明がで
き，応力とひずみの関係を計算により表現する力を
身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違いを理解
し，応力とひずみの関係を知ろうとする意欲があ
り，縦弾性係数を理解しようとしている。

実教出版　機械設計

工　　業

【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ
協働的に取り組む態度を養う。

機械設計
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「機械」を設計するための基礎となる力学・材
料力学・機構学の基礎的な事項を理解するとと
もに、関連する技術を身に付けるようにする。

簡単な設計・計算の方法を学習し、安全で安心
な器具、機械などを創造的、合理的に設計する
能力と協働的に取り組む態度を養う。

実践的・体験的な学習活動を通して、機械設計
に関する課題の発見と解決や工業技術の進展に
対応する力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

工　　業 機械設計
工　　業 機械設計 2

（２組：　山崎　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



(10)単元：せん断荷重
【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数
の関係を理解し，横弾性係数と縦弾性係
数の違いを理解する。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみ
を使って説明する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力
とせん断ひずみ，横弾性係数について理
解する。

・指導事項
　せん断応力，せん断ひずみ，横
弾性係数の関係に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関係を理
解し，横弾性係数と縦弾性係数の違いを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを使って説
明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力とせん断ひ
ずみ，横弾性係数について理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

(7)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意し、材料の機械的性質と
関連を持たせる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(11)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 2

(8)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解することができる。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(12)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 4

(9)単元ねじり
【知識・技能】
　断面二次極モーメントと極断面係数の
概念を理解し，ねじりを受ける軸のせん
断応力やねじり応力，ねじれ角の計算が
できるようになる。
【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解
し，曲げの場合と同様に考える力を身に
付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力
が働くかを推測したり，軸に生じる応力
や変形について探究し，理解する。

・指導事項
　断面二次極モーメントと極断面
係数の概念に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
断面二次極モーメントと極断面係数の概念を理解
し，ねじりを受ける軸のせん断応力やねじり応力，
ねじれ角の計算ができる。

【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解し，曲げの場
合と同様に考える力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力が働くかを
推測したり，軸に生じる応力や変形について探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

(5)単元：せん断荷重
【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数
の関係を理解し，横弾性係数と縦弾性係
数の違いを理解する。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみ
を使って説明する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力
とせん断ひずみ，横弾性係数について理
解する。

・指導事項
　せん断応力，せん断ひずみ，横
弾性係数の関係に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関係を理
解し，横弾性係数と縦弾性係数の違いを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを使って説
明する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力とせん断ひ
ずみ，横弾性係数について理解しようとしている。

〇 〇 〇 2

(6)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温
度差の関係を理解し，熱応力が材料の長
さや太さには無関係であることなどを理
解している。材料の熱による伸び・縮み
を計算し，熱応力を求められるようにな
る。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と
関連付けて熱応力を考える力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生す
るしくみを考察する。

・指導事項
　熱応力の原理に留意し、線膨張
係数と関連付けて熱応力を考えら
れるように指導する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(10)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温度差の関係
を理解し，熱応力が材料の長さや太さには無関係で
あることなどを理解している。材料の熱による伸
び・縮みを計算し，熱応力を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と関連付けて
熱応力を考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生するしくみを
考察しようとしている。

○ ○ ○ 1

１
学
期



(16)単元：安全・安心と設計
【知識・技能】
信頼性や安全性を高めるため，の知識や
設計法を理解し，それを活用できる基礎
的な力を身に付ける。
【思考・判断・表現】
安全な製品の製造をするために考察し、
身近な具体例を示して信頼性や安全性を
高める方法について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械の安全に関心をもち，安全で安心な
製品を設計する知識や設計法を理解し，
探究しようとしている。また，利用者に
配慮した設計の必要性を理解し，その方
法を探究する。

・指導事項
　高い信頼性・信頼度が重要であ
ることに着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(15)単元：安全・安心と設計
【知識・技能】
信頼性や安全性を高めるため，広い視野に立った幅
広い知識や設計法を理解し，それを製品設計に活用
できる基礎的な力を身に付けている。
【思考・判断・表現】
安全で安心な製品を設計するために，高い信頼性・
信頼度が重要であることを考えている。身近な具体
例を示して，信頼性や安全性を高める方法について
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械の安全に関心をもち，安全で安心な製品を設計
する知識や設計法を理解し，探究しようとしてい
る。また，利用者に配慮した設計の必要性を理解
し，その方法を探究しようとしている。

○ ○ ○ 2

(17)単元：倫理観を踏まえた設計
【知識・技能】
　設計にたずさわる技術者には，高度な
倫理観とすぐれた知識や技術が求められ
ていることを理解して，その考えかたを
身に付ける。
【思考・判断・表現】
　製品が社会に及ぼす影響について，実
際に起きている事例を通して技術者倫理
の視点から考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
技術者が良心に基づいて設計・製作する
ことが技術者倫理であることを理解す
る。

・指導事項
　高度な倫理観とすぐれた知識や
技術が求められていることに留意
する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(16)単元：倫理観を踏まえた設計
【知識・技能】
　設計にたずさわる技術者には，高度な倫理観とす
ぐれた知識や技術が求められていることを理解し
て，その考えかたを身に付けている。
【思考・判断・表現】
　製品が社会に及ぼす影響について，実際に起きて
いる事例を通して技術者倫理の視点から考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
技術者が良心に基づいて設計・製作することが技術
者倫理であることを理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 4

(14)単元：ねじり
【知識・技能】
　断面二次極モーメントと極断面係数の
概念を理解し，ねじりを受ける軸のせん
断応力やねじり応力，ねじれ角の計算が
できるようになる。
【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解
し，曲げの場合と同様に考える力を身に
付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力
が働くかを推測したり，軸に生じる応力
や変形について探究し，理解する。

・指導事項
　断面二次極モーメントと極断面
係数の概念に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
断面二次極モーメントと極断面係数の概念を理解
し，ねじりを受ける軸のせん断応力やねじり応力，
ねじれ角の計算ができる。

【思考・判断・表現】
ねじりがせん断作用であることを理解し，曲げの場
合と同様に考える力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸が回転動力を伝達するとき，どんな力が働くかを
推測したり，軸に生じる応力や変形について探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 1

(15)単元：座屈
【知識・技能】
柱に発生する座屈の原因を理解し，オイ
ラーの式，ランキンの式による長柱の設
計の概要を身に付ける。
【思考・判断・表現】
細長い部材（柱）に圧縮力が加わるとき
曲折して破壊する現象や原因を理解し，
座屈を防ぐ柱の形状を考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
柱に発生する座屈に関心をもち，原因や
対策について探究する。

・指導事項
　柱に発生する座屈の原因に留意
する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(14)単元：座屈
【知識・技能】
柱に発生する座屈の原因を理解し，オイラーの式，
ランキンの式による長柱の設計の概要を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
細長い部材（柱）に圧縮力が加わるとき曲折して破
壊する現象や原因を理解し，座屈を防ぐ柱の形状を
考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
柱に発生する座屈に関心をもち，原因や対策につい
て探究しようとしている。

○ ○ ○ 1

２
学
期

(11)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温
度差の関係を理解し，熱応力が材料の長
さや太さには無関係であることなどを理
解している。材料の熱による伸び・縮み
を計算し，熱応力を求められるようにな
る。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と
関連付けて熱応力を考える力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生す
るしくみを考察する。

・指導事項
　熱応力の原理に留意し、線膨張
係数と関連付けて熱応力を考えら
れるように指導する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(10)単元：温度変化による影響
【知識・技能】
　熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温度差の関係
を理解し，熱応力が材料の長さや太さには無関係で
あることなどを理解している。材料の熱による伸
び・縮みを計算し，熱応力を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　熱応力の原理を理解し，線膨張係数と関連付けて
熱応力を考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱応力に関心をもち，熱応力の発生するしくみを
考察しようとしている。

○ ○ ○ 1

(12)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意し、材料の機械的性質と
関連を持たせる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(11)単元：材料の破壊
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 2

(13)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解
し，材料の機械的性質と関連させて，許
容応力や安全率を計算することができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない
方策を考え，許容応力と安全率の関係か
ら部材の寸法を求める力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破
壊に関心をもち，破壊の原因や対策につ
いて探究し，理解することができる。

・指導事項
　材料の破壊について基礎的な内
容に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(12)単元：はりの曲げ
【知識・技能】
材料の破壊について基礎的な内容を理解し，材料の
機械的性質と関連させて，許容応力や安全率を計算
することができる。
【思考・判断・表現】
破壊の原因を理解し，破壊が発生しない方策を考
え，許容応力と安全率の関係から部材の寸法を求め
る力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械や構造物を構成する部材の変形や破壊に関心を
もち，破壊の原因や対策について探究し，理解しよ
うとしている。



(21)単元：軸
【知識・技能】
軸に作用する動力，ねじり，曲げを考察
し，適切な方法で軸の直径を求め，規格
から軸を選択できる知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
軸設計上の留意事項を踏まえ，軸が受け
る荷重や断面形状を考慮して軸径の求め
かたを考える力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸の種類と特徴を認識し，軸に働く力，
軸の変形，強度・剛性などを理解する。

・指導事項
　軸に作用する動力，ねじり，曲
げに留意し、軸に働く力，軸の変
形，強度・剛性に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(20)単元：軸
【知識・技能】
軸に作用する動力，ねじり，曲げを考察し，適切な
方法で軸の直径を求め，規格から軸を選択できる知
識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
軸設計上の留意事項を踏まえ，軸が受ける荷重や断
面形状を考慮して軸径の求めかたを考える力を身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸の種類と特徴を認識し，軸に働く力，軸の変形，
強度・剛性などを理解しようとしている。

○ ○ ○ 8

(22)キー・スプライン
【知識・技能】
キーやスプラインの種類と用途を理解
し，軸の径に応じたキーの寸法をJIS規格
から選定することができるようになる。
【思考・判断・表現】
キーに加わる荷重の計算をもとに規格か
ら選択することができる。スプラインな
どの使用方法や用途を考える力を身に付
ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
第3章のせん断荷重との関わりを認識し，
軸に対応するキーなどの選定に関心を持
ち自分の言葉で表現する。

・指導事項
　キーやスプラインの種類と用途
に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

キー・スプライン
【知識・技能】
キーやスプラインの種類と用途を理解し，軸の径に
応じたキーの寸法をJIS規格から選定することができ
る。
【思考・判断・表現】
キーに加わる荷重の計算をもとに規格から選択する
ことができる。スプラインなどの使用方法や用途を
考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
第3章のせん断荷重との関わりを認識し，軸に対応す
るキーなどの選定に関心をもとうとしている。

○ ○ ○ 3

定期考査
○ ○ 1

(18)単元：環境に配慮した設計
【知識・技能】
実際の製品の中に活かされている環境負
荷への配慮やライフサイクル設計の考え
方を理解する。
【思考・判断・表現】
製品全体のライフサイクルを視野に入
れ，循環型社会，エネルギーの有効利
用，環境の保全を理解し，廃棄物を少な
くする設計について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
資源やエネルギーの有限性を正しく理解
し，環境への負荷を最小にする設計上の
知識や方法を探究し，理解する。

・指導事項
　循環型社会，エネルギーの有効
利用，環境の保全に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(17)単元：環境に配慮した設計
【知識・技能】
実際の製品の中に活かされている環境負荷への配慮
やライフサイクル設計の考えかたを理解している。
【思考・判断・表現】
製品全体のライフサイクルを視野に入れ，循環型社
会，エネルギーの有効利用，環境の保全を理解し，
廃棄物を少なくする設計について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
資源やエネルギーの有限性を正しく理解し，環境へ
の負荷を最小にする設計上の知識や方法を探究し，
理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(19)単元：ねじの用途と種類
【知識・技能】
　ねじの基本・種類・用途を理解し，
リード，リード角，ピッチ，ねじの条数
の関係を理解する。
【思考・判断・表現】
ねじの山の特徴を理解し，用途に応じて
どのようなねじを使用したらよいかを判
断し，規格からねじを選択する力を身に
付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじに関心をもち，ねじの構造や種類・
用途について探究し，理解する。

・指導事項
　ねじの基本・種類・用途に留意
し、リード，リード角，ピッチ，
ねじの条数の関係に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(18)単元：ねじの用途と種類
【知識・技能】
　ねじの基本・種類・用途を理解し，リード，リー
ド角，ピッチ，ねじの条数の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
ねじの山の特徴を理解し，用途に応じてどのような
ねじを使用したらよいかを判断し，規格からねじを
選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじに関心をもち，ねじの構造や種類・用途につい
て探究し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 4

(20)単元：ねじに働く力と強さ
【知識・技能】
ねじの原理を理解し，ねじに働く力からボル
トの大きさの算出，適切なねじの選択がで
き，実際に使用するときの留意点を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
ねじの使用状況を判断して，ボルトの大きさ
を決めることができ，はめあい長さや緩み止
めについて考える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじが受ける荷重や，ねじりを受けるねじの
強さに関心をもち，荷重に耐えるボルトの太
さについて理解しようとしている。

・指導事項
　実際に使用すること関連させ、
ねじの原理を理解させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(19)単元：ねじに働く力と強さ
【知識・技能】
ねじの原理を理解し，ねじに働く力からボルトの大
きさの算出，適切なねじの選択ができ，実際に使用
するときの留意点を身に付けている。
【思考・判断・表現】
ねじの使用状況を判断して，ボルトの大きさを決め
ることができ，はめあい長さや緩み止めについて考
える力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ねじが受ける荷重や，ねじりを受けるねじの強さに
関心をもち，荷重に耐えるボルトの太さについて理
解しようとしている。

○ ○ ○ 2

２
学
期



○ ○ ○ 2

(28)単元：密封装置
【知識・技能】
密封装置の役目・種類・構造・特徴や，
密封装置の必要性を理解する。
【思考・判断・表現】
軸と軸受の状況や密封の目的を判断し
て，適切な種類・構造の密封装置を考え
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
密封装置の種類と特徴，重要性を認識
し，理解する。

・指導事項
　密封装置の役目・種類・構造・
特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(27)単元：密封装置
【知識・技能】
密封装置の役目・種類・構造・特徴や，密封装置の
必要性を理解している。
【思考・判断・表現】
軸と軸受の状況や密封の目的を判断して，適切な種
類・構造の密封装置を考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
密封装置の種類と特徴，重要性を認識し，理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 1

定期考査

○ ○

1

合計

70

３
学
期

(23)軸継手
【知識・技能】
軸継手の役目・種類・特徴を理解し,フラ
ンジ形たわみ軸継手の寸法を計算で求
め，規格から選択できるようになる。
【思考・判断・表現】
軸継手の必要性と軸を一直線に保つため
のくふうを考察できる。軸継手の用途と
伝達する力を考え，大きさを規格から選
択する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸継手やクラッチに関心をもち，その役
目や種類・特徴を探究し，理解する。

・指導事項
　軸継手の役目・種類・特徴に留
意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(22)軸継手
【知識・技能】
軸継手の役目・種類・特徴を理解し,フランジ形たわ
み軸継手の寸法を計算で求め，規格から選択でき
る。
【思考・判断・表現】
軸継手の必要性と軸を一直線に保つためのくふうを
考察できる。軸継手の用途と伝達する力を考え，大
きさを規格から選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
軸継手やクラッチに関心をもち，その役目や種類・
特徴を探究し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(24)単元：軸受の種類
【知識・技能】
軸受の特徴を理解し，分類することがで
きるようになる。

【思考・判断・表現】
用途を考えてどのような軸受を使用した
らよいかを判断する力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸受に関心をもち，その分類・特徴につ
いて探究し，理解する。

・指導事項
　軸受の特徴に留意し、使用用途
に着目させる。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(23)単元：軸受の種類
【知識・技能】
軸受の特徴を理解し，分類することができる。

【思考・判断・表現】
用途を考えてどのような軸受を使用したらよいかを
判断する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
軸受に関心をもち，その分類・特徴について探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(25)単元：滑り軸受
【知識・技能】
滑り軸受の役目・種類・構造・特徴を理解
し，軸受の大きさを選択する方法や適切な材
質を選ぶための知識を身に付け，ラジアル軸
受のジャーナルを計算で求めることができる
ようになる。
【思考・判断・表現】
滑り軸受の種類・構造・特徴や設計法につい
て考察する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
滑り軸受に関心をもち，その役目・種類・構
造・特徴や重要性を認識し，設計のしかたに
ついて探究し，理解する。

・指導事項
　滑り軸受の役目・種類・構造・
特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(24)単元：滑り軸受
【知識・技能】
滑り軸受の役目・種類・構造・特徴を理解し，軸受
の大きさを選択する方法や適切な材質を選ぶための
知識を身に付け，ラジアル軸受のジャーナルを計算
で求めることができる。
【思考・判断・表現】
滑り軸受の種類・構造・特徴や設計法について考察
する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
滑り軸受に関心をもち，その役目・種類・構造・特
徴や重要性を認識し，設計のしかたについて探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 2

(26)単元：転がり軸受
【知識・技能】
転がり軸受の役目・種類・構造・特徴や
設計法を理解し，使用条件に基づいて転
がり軸受を計算で求めることができるよ
うになる。
【思考・判断・表現】
転がり軸受の種類・構造・特徴や設計法
について考察でき，規格から選択する力
を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む態度】
転がり軸受に関心をもち，その役目・種
類・構造・特徴や重要性を認識し，設計
のしかたについて探究し，理解する。

・指導事項
　転がり軸受の役目・種類・構
造・特徴に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(25)単元：転がり軸受
【知識・技能】
転がり軸受の役目・種類・構造・特徴や設計法を理
解し，使用条件に基づいて転がり軸受を計算で求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
転がり軸受の種類・構造・特徴や設計法について考
察でき，規格から選択する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
転がり軸受に関心をもち，その役目・種類・構造・
特徴や重要性を認識し，設計のしかたについて探究
し，理解しようとしている。

○ ○ ○ 3

(27)単元：潤滑
【知識・技能】
潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴や油溝に
ついて理解し，潤滑剤を特質に応じて使
い分けができる知識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
潤滑の目的によってどのような潤滑法・
潤滑剤がよいかを考察する力を身に付け
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
潤滑の重要性を認識し，いろいろな潤滑
法を理解する。

・指導事項
　潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴
や油溝に留意する。

・教材
関数電卓

・一人１台端末の活用　等

(26)単元：潤滑
【知識・技能】
潤滑のしくみ，潤滑方法，油穴や油溝について理解
し，潤滑剤を特質に応じて使い分けができる知識を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
潤滑の目的によってどのような潤滑法・潤滑剤がよ
いかを考察する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
潤滑の重要性を認識し，いろいろな潤滑法を理解し
ようとしている。



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 2組
教科担当者：
使用教科書： ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

１
学
期

●半導体の抵抗率による区分、キャリヤの考
え方について理解させる。
●順電圧・逆電圧によるキャリヤの動き方と
ダイオードの原理を理解させる。

第４章　電子回路
１．半導体
２．ダイオード

【知識・技能】
・キャリヤ、n形半導体、p形半導体、ダイオード、トラン
ジスタに関する知識が身についている。
【思考・判断・表現】
・導体と半導体の抵抗率は温度によって異なる変化を示す
ことを、キャリヤのふるまいによって考察し、的確な表現
力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・半導体の特性と種類、ダイオードの原理と種類、などに
関心をもち、学習に意欲的に取り組む。

○ ○ ○ 11

●トランジスタの原理を理解させ、電流
増幅率が計算できるようにする。
●固定バイアス回路、電流帰還増幅回路
の働きについて理解させる。
●トランジスタの種類、各種半導体素子
などについて理解させる。

３．トランジスタ 【知識・技能】
・トランジスタの直流電流増幅率、小信号電流増幅率、増
幅器の電圧増幅度、電流増幅度などについて理解できる。
【思考・判断・表現】
・トランジスタの出力特性はあるコレクタ電圧以上になる
と飽和することを、キャリヤのふるまいから考察し、的確
な表現力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・半導体の特性と種類、ダイオードの原理と種類、トラン
ジスタの動作と増幅作用などに関心をもち、オペアンプ等
の学習に意欲的に取り組む。

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

●変圧回路・整流回路・平滑回路・電圧
安定化回路の働きを理解させる。

●ICの種類、オペアンプの基本動作を理
解させ、反転増幅回路・非反転増幅回路
の電圧増幅度が計算できるようにする。
●基本的な論理回路を基に、NAND回路を
用いて他の回路を作成することを理解さ
せる。

４．電源回路
５．集積回路

【知識・技能】
・電源回路の構成および各要素の機能について理解でき
る。
・試してみよう「三端子レギュレータの入出力特性を調べ
よう」を参考にして、実験回路を組み、入出力の特性を求
める技能を習得している。
【思考・判断・表現】
・オペアンプの反転増幅回路の電圧増幅度について、位相
が反転することを考察し、的確な表現力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・また、電源回路および集積回路に関心をもち、意欲的に
学習に取り組み、学習態度は真剣である。

○ ○ ○ 11

●生産システムに使われている自動
制御の分類およびそれぞれの機能に
ついて理解させる。
●センサの種類、原理、応用例につ
いて理解させる。
●アクチュエータの種類・原理・特
徴・用途について理解させる。

第５章　生産における制御技術
１．制御の基礎

【知識・技能】
・自動制御の分類とセンサ、アクチュエータについて、理
解できる。
【思考・判断・表現】
・シーケンス制御の定義について、例をあげて考察し、的
確な表現力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・シーケンス制御、フィードバック制御およびコンピュー
タ制御に関心をもち、それらの制御の概念や基本的事項の
学習に意欲的に取り組み、学習態度は真剣である。

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養う。

生産技術
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　生産技術について自動化やネットワーク化を
踏まえて理解するとともに、関連する技術を身
に付けるようにする。

　生産技術に関する課題を発見し、技術者とし
て科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応
し解決する力を養う。

　人と機械が協調して生産性を改善する力の向
上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

工業 生産技術
工業 生産技術 3

（　中村　　）
実教出版：工業７５５生産技術

工業
【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。



３
学
期

●ロボット作動中の危害から作業者
を保護したり、ロボットに誤作動を
させないための安全管理について理
解させる。

３．ロボットの操作と安全管理 【知識・技能】
・ロボットの教示、安全対策について、法令を含め理解で
きる。
【知識・技能】
・ロボットの用途による分類をとおして、産業用ロボット
に関する用途を理解できる。
【思考・判断・表現】
・ロボットを制御するシステムには、どのような技術が生
かされているか。また、ロボットを操作する上での留意点
や安全について探究できる。

○ ○ ○ 6

●CAD／CAM・CAE・CATなどの技術につい
て理解させる。
●NC工作機械の変遷、しくみ、に関する
用語について理解させる。
●NC工作機械のプログラミングについて
解説する。
●生産の自動化と生産管理の手法、生産
の形態について理解させる。
●生産の自動化システム技術と国際化へ
の対応について理解させる。

第７章　生産の自動化技術
１．CAD/CAM
２．NC工作機械
３．生産の自動化
　　システムの構成

【知識・技能】
・CAD／CAM、CAE、CATシステムを理解し、製品工程との関
連知識が身についている。
【思考・判断・表現】
・自動工具交換装置および自動パレット交換装置の動作原
理を図によって考察し、説明できる能力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・CAD／CAM、各種NC工作機械などに関心をもち、それらの
技術がＦＡに生かされている理由を探究できる。

○ ○ ○ 7

定期考査

○ ○

1

合計

105

1

●ロボットの変遷・分類、産業用ロボッ
トの構成・機能について理解させる。
●ロボットの機構と運動、について解説
する。

第６章　ロボット技術
１．ロボットの基礎

【知識・技能】
・ロボットの用途による分類をとおして、産業用ロボット
に関する用途を理解できる。
【思考・判断・表現】
・溶接・塗装・組立てなどを自動的に行う産業用ロボット
について調査し、実際の仕事を適切に処理する能力が身に
付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・産業用ロボットに興味、関心をもち、ロボット制御のシ
ステムやそれを支える技術や制御を探究できる。

○ ○ ○ 11

●センサ・アクチュエータ・制御技術や
ロボット言語、材料、制御系を理解させ
る。
●サーボ機構について理解させる。

２．ロボットの制御システム 【知識・技能】
・ロボットの用途による分類をとおして、産業用ロボット
に関する用途を理解できる。
【思考・判断・表現】
・溶接・塗装・組立てなどを自動的に行う産業用ロボット
について調査し、実際の仕事を適切に処理する能力が身に
付けている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

●コンピュータの基本構成と５装置の機
能、電気信号の種類について理解させ
る。
●インタフェースとは何か、その概念、
信号の変換、タイミングなどについて理
解させる。
●コンピュータ制御とは何か、インタ
フェースとセンサ・アクチュエータなど
の接続法について理解させる。
●マイクロコンピュータによる制御につ
いて理解させる。

２．コンピュータ制御 【知識・技能】
・コンピュータは、信号電圧の高低で動作し、1、0のディ
ジタル信号を入力信号・出力信号とすることについて理解
できる。
【思考・判断・表現】
・コンピュータ制御の定義について、例をあげて考察し、
的確な表現力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータの基本的構成と働き、インタフェースの役
割と使い方、センサやアクチュエータなどに関心をもち、
意識的に学習に取り組む。

○ ○ ○ 11

●企業内ネットワークであるLAN・WANに
ついて理解させる。
●工場内のネットワークについて、生産
システムをまじえて理解させる。

３．ネットワーク技術 【知識・技能】
・事務用LANと制御用LANの違いを理解できる。
【思考・判断・表現】
・事務用LANと制御用LANの違いについて、例をあげて考察
し、的確な表現力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・LAN・WANなどのネットワークやデータ転送規格等の学習
に真剣に取り組む。

○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

定期考査
○ ○

１
学
期

 オリエンテーション
【知識及び技能】
・ものづくり加工の基礎を理解
　する。
【思考力、判断力、表現力等】
・授業進行の過程を構成する。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に取り組組む。

・指導事項
　「ものづくり基礎」の授業に
　　ついて理解させる。
・教材
　独自教材
・一人１台端末の活用
　調べ学習、副教材の提示

【知識・技能】
・理解しているか。
【思考・判断・表現】
・年間を通した流れを把握しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に取り組んだか。

○ ○ ○

22

A　単元：報告書作成の基本
【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、
　報告書で表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組ん
　でいる。

・指導事項
　報告書の正しい作成手順を身に付けさせる。

・教材
　関数電卓、授業指導書、各授業項目で必要なもの

【知識及び技能】
　報告書の意義や重要性を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　報告書を期限内にきれいに仕上げる方法を思考判断し、報告書で表現
　できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　報告書の記入方法に関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○

B　単元：単位の基本（数理処理（SI 単位系）)
【知識及び技能】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について理解するとともに、実際
に活用して合理的に単位換算などの数理処理を行う技術を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について、自ら思考を深め判断し
て単位換算などの数理処理を行い、その結果を検証し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について自ら学び、単位換算など
の数理処理を主体的かつ協働的に取り組む。

・指導事項
　国際単位系と組立単位及び接頭語について理解し、実際に
活用して単位換算ができ、主体的かつ協働的に数理処理する
力を身に付けさせる。
・教材
　教科書
・机間指導・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について理解し、実際に活用して合理的に
単位換算などの数理処理を行う技術を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について、自ら思考を深め判断して単位換
算などの数理処理を行い、その結果を検証し改善している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　国際単位系と組立単位及び接頭語について自ら学び、単位換算などの数理処
理を主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○

C 単元；測定の基本（測定工具の取り扱い）
【知識及び技能】
　質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい
　使用方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切
　な有効数値で表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　測定工具の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的
　に取り組んでいる。

・指導事項
　各種測定する機器や器具の正しい使用方法を理解させる。

・教材
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点についての正しい知
識を持ち，正しい寸法測定法を身につけている。
【思考・判断・表現】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点について，適切に思
考・判断し，正しい寸法測定法について実践し，その手法を相手に伝える表現
法を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　一般に使われている測定器の使いかたと使用上の留意点について，主体的に
興味・関心を持ち，正しい寸法測定法の習得に意欲的に取り組む態度を身につ
けている。

○ ○ ○

D　単元：品質管理の基本（意義と目的）
【知識・技能】
　品質管理の手法、品質検査、品質保証などを理解させる。
【思考・判断・表現】
　品質検査の意義や目的について考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分が使っている製品の品質管理の手法等について学
　ぶことで品質管理の意義や目的について関心をもって
　いる。

・指導事項
　品質管理を最も経済的で，最も有用で，消費者が求め
　る品質の製品を開発し，設計し，生産し，サービスす
　ることを基本にして指導する。

・教材
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　工程で品質をつくり込む重要性や企業の品質に対する基本的な考え方を理解
している。
【思考・判断・表現】
　性能と品質が誤解されないよう明示でき，品質は検査によって確保されるも
のではなく，工程でつくられるものであることを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　企業で行われている品質管理活動に関心をもって意欲的に取り組んでいる。

○ ○

　課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき判断し表現する力を身に付け、工業技術の発展に対応し解決する能力を養う。

　諸現象に関心をもち、自ら学び、工業の発展に主体的かつ協動的に取り組む態度を養う。

ものづくり基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「機械」を設計するための基礎となる力学・材
料力学・機構学の基礎的な事項を理解するとと
もに、関連する技術を身に付けるようにする。

簡単な設計・計算の方法を学習し、安全で安心
な器具、機械などを創造的、合理的に設計する
能力と協働的に取り組む態度を養う。

実践的・体験的な学習活動を通して、機械設計
に関する課題の発見と解決や工業技術の進展に
対応する力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

工業 ものづくり基礎
工業 ものづくり基礎 2

（　川口　）
工業技術基礎　自校作成プリント

工業  工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、機械現象を量的に扱うことに必要な資質・能力
を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 　工業に関する諸事象の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。



３
学
期

G　単元；機械加工（旋盤作業）
【知識及び技能】
　基礎的な機械工作に関する実習として、旋盤作業を体験さ
せ、
　安全に配慮しながらその技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　旋盤加工の原理や切込みと送り量の関係を踏まえ、安全に
　仕上げる方法を理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】旋盤の取り扱いと使用方法に
　関心をもち、意欲的に取り組んでいる。

指導事項
　旋盤の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用　等
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　旋盤作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に旋削作業ができ
　る技術を身につけている。
　
【思考・判断・表現】
　旋盤作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な旋削作業法
　について説明できる力量を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　旋盤の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，旋削作業に意欲的
　に取り組む態度を身につけている。

〇 〇 〇

20

H　単元：機械加工（フライス盤作業）
【知識・技能】
　フライス盤作業の基本操作について興味・関心を持ち，
　その加工作業に必要な知識と技能を身につけさせる。
【思考力・判断力・表現力等】
　フライス盤作業の基本操作について，適切に思考・判断
　し，加工法について的確に表現できる技量を身につける。
【学びに向かう力、人間性等）
　フライス盤の取り扱いと使用方法に関心をもち、意欲的
　に取り組んでいる。

指導事項
　フライス盤の正しい使用方法と加工手順を理解させる。

・教材
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用　等
　関数電卓、実習指導書、各実習で必要なもの

【知識・技能】
　フライス盤作業の基本操作について正しい知識を身につけ，安全に切削
　作業ができる技術を身につけている。
【思考・判断・表現】
　フライス盤作業の基本操作法について，適切に思考・判断し，安全な
　切削作業法について説明できる力量を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　フライス盤の基本作業について，主体的に興味・関心を持ち，切削加工
　作業に意欲的に取り組む態度を身につけている。

〇 〇 〇

合計

70

２
学
期

E　単元：材料の基本
【知識・技能】
　機械材料の種類や機械的性質などを，相互に関連付けて
　総合的に把握し，適切に活用できるように理解させる。
【思考・判断・表現】
・軟鋼の応力-ひずみ線図を図解することができ，弾性限
　度や降伏点，引張強さなどを理解している。
・引張強さ，破断伸び，絞り，硬さ，粘り強さなどを計
　算によって求められる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分が使っている材料の特徴について学ぶことで
　目的に応じた材料選定ついて関心をもっている。

・指導事項
　引張強さや硬さ，靭性，疲労などの機械的性質および
　その測定方法についてまとめ，わかりやすく説明する
　ことができるようにする。
・応力-ひずみ線図から引張強さや降伏現象など機械的性質
について説明することができるようにする。

・教材
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ものづくりの中でさまざまな機械材料が使われていることに関心を持ち，
　意欲的に学習に取り組もうとしている。
【思考・判断・表現】
　軟鋼の応力-ひずみ線図を図解することができ，弾性限度や降伏点，
　引張強さなどを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　引張強さなど機械的性質に関心を持ち，意欲的に学習に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇

28F　単元：製図の基本（第三角法、投影図、等角図）
【知識・技能】
　第三角法、等角図、寸法記入についての知識を学び理解
　し，みずから作図できる技能が身についている。
【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現で
　きる。また、寸法記入をかけるように思考・判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について
　理解し関心をもち，意欲的に作図に取り組んでいる。

・指導事項
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図に
　ついて理解し関心を持たせ，意欲的に作図に取り組
　ませる。

・教材
　自作プリント

・机間指導・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　第三角法、投影図、等角図についての知識を学び理解し，みずから作図
　できる技能が身についている。
【思考・判断・表現】
　図面を第三角法、投影図、等角図で正しく作図し、表現でき、思考・
　判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物体の形状を，平面上に正しく示すための投影図について理解し関心
　をもち，意欲的に作図に取り組んでいる。

〇 〇 〇



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 選択A
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

●いろいろな流体機械と，それらの利用
例を把握させ，流体の性質や流体の力学
など流体機械の基礎にかかわる事柄につ
いて，興味や関心を持たせる。
●流体の基本的な性質を把握させたの
ち，流体にかかわる力学的な考えを理解
させ，流体機械の適切な活用法を把握さ
せる。

第２章　流体機械
１節　流体機械のあらまし
２節　流体機械の基礎

【知識・技能】●概観したいろいろな流体機械の適切な活
用例を理解している。流体の基本的な性質を把握し，また
流体の流れを力学的に捉えて理解し，これらをいろいろな
場面で活用できるように理解している。
【思考・判断・表現】
●流体の基本的な性質を把握し，また流体の流れを力学的
に捉えて理解し，これらのいろいろな場面での活用方法を
説明することができる。
【主体的に学習に取組む態度】
●流体の基本的な性質を把握し，また流体の流れを力学的
に捉えて理解し，これらをいろいろな場面で活用しようと
学習している。

○ ○ ○ 7

○ ○ 1

●作動中のレシプロエンジン各部の相互
の作動と，それが性能に及ぼす影響につ
いて理解できるように，各部の構造と機
能を把握させる。
●レシプロエンジンの運転と性能や運転
にともなうさまざまな損失などを把握さ
せる。
●ガスタービンの作動原理，構造，用途
などを把握させ，さらに基本サイクルを
理解させる。

第３章　内燃機関
４節　レシプロエンジンの構造
５節　レシプロエンジンの性能と運転
６節　ガスタービン

【知識・技能】●レシプロエンジンの構造と各部の機能を
把握し，エンジン各部の動作と燃料・吸気・燃焼・排気な
どとの関係も理解して，これらのいろいろな場面での活用
方法を把握している。
【思考・判断・表現】●各種のレシプロエンジンの作動原
理を把握して，各エンジンのサイクルと熱効率などの関係
を理解し，これらのいろいろな場面での活用方法を説明す
ることができる。
【主体的に学習に取組む態度】●レシプロエンジンの構造
と各部の機能を把握し，エンジン各部の動作と燃料・吸
気・燃焼・排気などとの関係も理解して，これらをいろい
ろな場面で活用しようと学習している。

○ ○ ○ 7

●自動車の誕生と発達を概観させた
のち，社会が自動車に，また自動車
が社会に及ぼした影響について把握
させ，望ましい自動車のあり方を考
えさせる。
●自動車の基本的な構造・特性・お
よび性能について理解させるととも
に，望ましい次世代自動車などにつ
いても把握させる。

第４章　自動車
１節　自動車の発達と社会
２節　自動車の構造と性能

【知識・技能】●自動車が社会や環境へ及ぼす影響や，将
来の自動車と交通のあり方について理解して，自動車の適
切な活用方法を把握している。自動車の構造・特性・性
能・安全などの基本的な事柄を理解し，自動車の適切な活
用方法を把握している。また，次世代自動車の種類や特徴
についても把握している。
【思考・判断・表現】●自動車が社会や環境へ及ぼす影響
や，将来の自動車と交通のあり方について考察し，説明す
ることができる。
【主体的に学習に取組む態度】●自動車の構造・特性・性
能・安全などの基本的な事柄を把握して，自動車の適切な
活用方法を理解し探求しようとしている。環境に対応した
次世代自動車について利点や課題などについて探求しよう
としている。

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
原動機の基礎的な知識や技術の理解はもとより，社会の
いろいろな場面での問題解決を試みることができるよう
にそれらを相互に関連させて理解している。また，原動
機にかかわる知識や技術をいろいろな場面で活用でき
る。

原動機にかかわるさまざまな事象やそれぞれの問題点を
把握して分析し，それらに対処するために，これまでに
習得した知識や技術などを活用することができる。ま
た，解決する考え方やその方策を論理的かつ創造的に表
現することができる。

原動機にかかわる基礎的な知識や技術への関心と，その
習得に意欲があり，主体的に学習することができる。ま
た，既存の知識・技術と新たに学習した事柄をまとめ
て，合理的な生産方法を考え，実際に活用しようとして
いる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

●人類の進歩にともなうエネルギーの利用と
原動機の発展の過程を系統的に把握させ，い
ろいろなエネルギーと原動機の関係や特徴を
理解させる。
●現在利用されているおもなエネルギーと，
それらを動力に変換するうえでのさまざまな
問題点，その対応，原動機の発達の方向など
について把握させる。
●エネルギーの需要と供給の関係を把握さ
せ，省エネルギーの重要性や新しいエネル
ギーの利用と将来のあり方などについて考え
させる。

第１章　エネルギーの利用と変換
１節　エネルギー利用の歴史
２節　こんにちのエネルギーと動力
３節　エネルギーの現状と将来

【知識・技能】エネルギーの利用と変換にかかわる歴史・
課題・展望を理解し，どのように行われてこんにちに至っ
ているかを把握し，そこで得た知識を社会生活の中で活用
することができる。
【思考・判断・表現】
●エネルギーの利用と変換がどのように行われてこんにち
に至っているかを把握し，説明することができる。
【主体的に学習に取組む態度】
●エネルギーの利用と変換がどのように行われてこんにち
に至っているかを把握し，探求しようとしている。

○ ○ ○ 6

●内燃機関の種類と分類を概観させ，そ
の適切な利用法を把握させる。
●熱機関のサイクルと熱効率を理解させ
て，熱機関を有効に活用できるようにす
るために，熱に関するいろいろな現象を
定性的に把握させ，さらに変化にともな
ういろいろな量を定量的に扱えるように
理解させる。
●レシプロエンジンの作動原理と，それ
が理論熱効率に及ぼす影響を理解させ
る。

第３章　内燃機関
１節　内燃機関のあらまし
２節　熱機関の基礎
３節　レシプロエンジンの作動原理と熱
効率

【知識・技能】
●概観した内燃機関の適切な活用方法や各エンジンのサイ
クルと熱効率などの関係を理解している。
【思考・判断・表現】
●概観した内燃機関の適切な活用例や気体の基本的な性質
を把握し，状態変化と状態量，熱機関のサイクルと熱効率
などを理解して，これらの活用方法を説明することができ
る。
【主体的に学習に取組む態度】
●各種のレシプロエンジンの作動原理を把握して，各エン
ジンのサイクルと熱効率などの関係を理解して，これらを
いろいろな場面で活用しようと探求している。

○ ○ ○ 6

定期考査

工業 選択原動機 2

（選択A：山崎　　）
実教出版：工業７６３原動機

工業
【 知　識　及　び　技　能 】

選択原動機

工業 選択原動機



３
学
期

●原子炉の原理・構造・運転法・利
用および環境対策などを把握させ
る。
●蒸気タービンの原理・構造・性能
などを把握させ，各種の蒸気タービ
ンにおける蒸気の作用などを理解さ
せる。
●基本的な蒸気動力プラントのサイ
クルを把握させ，また，いろいろな
サイクルについて理解させ，熱効率
の向上法を把握させる。

第５章　蒸気動力プラント
４節　原子炉
５節　蒸気タービン
６節　蒸気動力プラントの性能

【知識・技能】●原子炉や蒸気タービンの概要・種類・蒸
気の作用と仕事・性能などをもとに，蒸気タービンの適切
な活用方法を理解している。
【思考・判断・表現】
●把握した蒸気タービンの概要・種類・蒸気の作用と仕
事・性能などから，蒸気タービンの適切な活用方法を説明
することができる。
【主体的に学習に取組む態度】
●蒸気タービンの概要・種類・蒸気の作用と仕事・性能な
どや蒸気動力プラントのサイクルと熱効率の関係を理解し
て，蒸気動力プラントの性能を向上させる方法を学習を通
して把握しようとしている。

○ ○ ○ 4

●冷凍とその利用を概観させて，いろい
ろな冷凍機とその冷凍サイクル，冷凍機
の性能，冷凍機の運転などについて，興
味や関心を持たせる。
●蒸気圧縮冷凍機の原理・構成・各機器
の働きと，冷媒の状態変化，冷凍サイク
ル，冷凍機の性能と運転などについて理
解させる。
●吸収冷凍機の原理と構成および特徴を
把握させる。

第６章　冷凍装置
１節　冷凍のあらまし
２節　蒸気圧縮冷凍機
３節　吸収冷凍機

【知識・技能】冷凍や蒸気圧縮冷凍機の原理・構成・冷凍
サイクル・性能と運転を把握して，冷媒の環境に対する影
響と対策も含めた，蒸気圧縮冷凍機の適切な活用方法を理
解している。
【思考・判断・表現】冷凍の原理・冷凍機の分類を把握
し、蒸気圧縮冷凍機の原理・構成・冷凍サイクル・性能と
運転を把握して，冷媒の環境に対する影響と対策も含め
た，蒸気圧縮冷凍機の適切な活用方法を説明することがで
きる。
【主体的に学習に取組む態度】蒸気圧縮冷凍機の原理・構
成・冷凍サイクルおよび吸収冷凍機の原理・構成・冷媒蒸
気の変化を理解して，吸収冷凍機の特徴を把握し，吸収冷
凍機の適切な活用方法を学習しようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査

○ ○

1

合計

70

○ ○ ○ 8

●蒸気動力プラントの基本的な構成を把
握させ，水蒸気やボイラ，タービン，蒸
気動力プラントなどへの興味や関心を持
たせる。
●水蒸気の基本的な性質を把握させ，ま
た，さまざまな状態の蒸気の状態量を蒸
気表などで定量的に把握できるようにさ
せる。
●いろいろなボイラの構成・構造・容
量・性能の表し方などを把握させ，ボイ
ラを扱うさいの留意事項や，性能などの
向上法などを理解させる。

第５章　蒸気動力プラント
１節　蒸気動力プラントのあらま
し
２節　水蒸気
３節　ボイラ

【知識・技能】
●蒸気動力プラントの概要を把握し，蒸気動力プラントの
活用方法を理解している。
【思考・判断・表現】
●把握した蒸気動力プラントの概要から，蒸気動力プラン
トの活用方法を説明することができる。
【主体的に学習に取組む態度】
●蒸気動力プラントの概要を把握し，蒸気動力プラントの
構成を知り，学習をとおして適切に活用しようとしてい
る。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

●流体にかかわる力学的な考え方をもと
にして，流体の圧力，流速，流量などの
測定方法を理解させ，各流体に応じた計
測法を把握させる。
●用途に応じた適当なポンプを選定して
運転し，また維持管理ができるように，
ポンプの種類・構造・性能・特性・運転
方法などを把握させる。

第２章　流体機械
３節　流体の計測
４節　ポンプ

【知識・技能】
圧力・流速・流量などの計測について，流体や流れの状態
とその状態量の定量的な捉え方や活用の方法を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
圧力・流速・流量などの計測方法を把握して，流体や流れ
の状態とその状態量の定量的な捉え方や活用法を説明する
ことができる。
【主体的に学習に取組む態度】
圧力・流速・流量などを計測して，流体や流れの状態とそ
の状態量を定量的に捉えようとしている。また、ポンプの
原理・構造・特性・性能・運転などを把握して，使用目的
に応じた適切なポンプを選択し，それを活用して探求しよ
うとしている。

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○ 1

●用途に応じた適当な送風機・圧縮機を
選定して運転し，維持管理ができるよう
に、種類・構造・性能・特性・運転方法
などを把握させる。
●水車の原理，構造，種類を把握させ流
体のエネルギーを有効に利用する方法を
理解させる。
●用途に応じた適当な油圧・空気圧機器
や装置などを選択して構成して運転し，
維持管理ができるように油圧・空気圧機
器や装置などの構造・機能・特性・構
成・運転方法などを把握させる。

第２章　流体機械
５節　送風機・圧縮機と真空ポン
プ
６節　水車
７節　油圧装置と空気圧装置

【知識・技能】送風機・水車・圧縮機の原理・構造・特
性・性能・運転などを把握して，使用目的に応じた適切な
送風機・圧縮機の選択と活用の方法を理解している。
【思考・判断・表現】
ポンプの原理や送風機・圧縮機の原理・構造・特性・性
能・運転などを把握して，使用目的に応じた適切な送風
機・圧縮機の選択や活用の方法を説明することができる。
【主体的に学習に取組む態度】
送風機などの原理・構造・特性・性能・運転などを把握し
て，使用目的に応じた適切な送風機などを選択し，それを
活用して探求しようとしている。


